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概要

Sun JavaTM System Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2製品は、Webサービス
アプリケーションの構築と管理の作業を大幅に簡略化します。ソフトウェア障害や
ハードウェア障害が発生した場合にも稼働し続けるスケーラブルなサービスを実現
するために、優れたパフォーマンス、クラスタリング、および高可用性機能を提供
します。Application Serverを使用してWebサービスを開発すれば、開発プロセスが
単純になるだけでなく、独自の方法で柔軟に進化させることもできます。

■ 3ページの「このリリースノートについて」
■ 4ページの「リリースノートの変更履歴」
■ 4ページの「アクセシビリティー機能」
■ 5ページの「関連マニュアル」
■ 6ページの「問題の報告とフィードバックの方法」
■ 7ページの「このマニュアルに関するコメント」
■ 7ページの「その他の情報」

このリリースノートについて
このリリースノートには、Sun Java System Application Server 8.1 2005Q2のリリース時
点で入手できる重要な情報が含まれています。拡張機能、既知の問題、およびその
他の最新の情報が記載されています。Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2
をご使用になる前に、このリリースノートをお読みください。

このリリースの最新版は、Sun Java SystemマニュアルのWebサイト
(http://docs.sun.com/app/docs/coll/1310.1)で参照できます。ソフトウェアのイン
ストールおよびセットアップを行う前に、このWebサイトを確認してください。ま
た、それ以降も定期的にこのサイトをチェックして、最新のリリースノートや製品
マニュアルを参照してください。

このマニュアル内で参照している第三者のURLは、追加の関連情報を提供します。
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注 –このマニュアル内で引用する第三者のWebサイトの可用性について Sunは責任
を負いません。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを通じて利用可能
な、コンテンツ、広告、製品、その他の素材について、Sunは推奨しているわけでは
なく、Sunはいかなる責任も負いません。こうしたサイトやリソース上の、またはこ
れらを経由して利用可能な、コンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したこ
とに伴って発生した (あるいは発生したと主張される)いかなる損害や損失について
も、Sunは一切の責任を負いません。

リリースノートの変更履歴
ここでは、Sun Java SystemEnterprise Edition Application Server 8.12005Q2 Update 2製品
の初版リリース以降に各リリースノートで加えられた変更点を示します。

表 1–1 リリースノートの変更履歴

改訂日付 説明

2005年 6月 Sun Java System Application Server 8.1 2005Q2 Update 2製品の
初版リリース。

2005年 9月 既知の問題、修正済みのバグ、および各種のサポートURL
への継続的なアップデート。

2005年 10月 Microsoft Windowsサポートに関する情報を追加。

2006年 2月 各種のURLを更新、新規テクノロジサポートに関する情
報を追加、第 3章既知の問題点と制限事項の節にトピック
を追加、Red HatパッチRPMのURLを更新。

2007年 7月 インストールに関する既知の問題に欠陥 6396045を追加。

2008年 2月 管理機能に関する既知の問題に欠陥 6654726を追加。

アクセシビリティー機能
このメディアの出版以降にリリースされたアクセシビリティー機能を入手するに
は、米国リハビリテーション法 508条に関する製品評価資料を Sunに請求し、その内
容を確認して、どのバージョンが、アクセシビリティーに対応したソリューション
を配備するためにもっとも適しているかを特定してください。アプリケーションの
更新されたバージョンは http://sun.com/software/javaenterprisesystem/get.html

から入手できます。

アクセシビリティー機能に対する Sunのコミットメントについて
は、http://sun.com/accessを参照してください。

リリースノートの変更履歴

Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2リリースノート • 2008年 2月4

http://sun.com/software/javaenterprisesystem/get.html
http://sun.com/access


関連マニュアル
Application Server製品には、Webサイト (http://docs.sun.com/app/docs/coll/1310.1)
で見つかるマニュアルセットすべてが含まれています。

次の表は、Application Serverコアアプリケーションマニュアルセットに含まれるマ
ニュアルについての要約です。

表 1–2 この文書セットに含まれるマニュアル

マニュアル名 説明

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.1 2005Q2 Documentation
Center』 1か所でApplication Serverのすべてのトピックにアクセスできる場所。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.1 2005Q2 Quick
Start Guide』

Sun Java System Application Server製品を使い始めるための入門
ガイド。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.1 2005Q2
Installation Guide』 1

Sun Java System Application Serverソフトウェアとそのコンポー
ネントのインストール。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.1 2005Q2
Deployment Planning Guide』

最適な方法で確実に Sun Java System Application Serverを導入す
るための、システムニーズや企業ニーズの分析。Application
Serverを配備する場合に注意する必要がある一般的な問題と
懸案事項についても解説します。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.1 2005Q2
Developer’s Guide』

Sun Java System Application Server上で動作することを目的と
し、J2EEコンポーネントおよびAPIのオープン Javaスタン
ダードモデルに準拠した、Java 2 Platform, Enterprise Edition
(J2EETMプラットフォーム)アプリケーションの作成と実装。
開発ツール、セキュリティー、アセンブリ、配備、デ
バッグ、ライフサイクルモジュールの作成などについての全
般的な情報も提供します。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.1 2005Q2 J2EE
Tutorial』

J2EEアプリケーションを開発するための J2EE 1.4プラット
フォームテクノロジおよびAPIの使用と、それらアプリケー
ションの Sun Java System Application Serverへの配備。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.1 2005Q2管理ガ
イド』

Sun Java System Application Serverサブシステムおよびコンポー
ネントの、管理コンソールからの設定、管理、および配備。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.1 2005Q2高可用
性 (HA)管理ガイド』

高可用性 (HA)データベースのためのインストール後の設定
と管理の手順。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.1 2005Q2
Administration Reference』

Sun Java System Application Server設定ファイル domain.xmlの編
集。

関連マニュアル
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表 1–2 この文書セットに含まれるマニュアル (続き)
マニュアル名 説明

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.1 2005Q2 Documentation
Center』 1か所でApplication Serverのすべてのトピックにアクセスできる場所。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.1 2005Q2
Upgrade and Migration Guide』

新しい Sun Java System Application Serverプログラミングモデル
へのアプリケーションの移行 (特にApplication Server 6.xまた
は 7からの移行)。このマニュアルでは、製品リリース間の相
違点と、製品仕様との不一致を招く可能性のある設定オプ
ションについても説明します。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.1 2005Q2
Performance Tuning Guide』

パフォーマンスを向上させるための Sun Java System
Application Serverのチューニング。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.1 2005Q2
Troubleshooting Guide』

Sun Java System Application Serverにおけるトラブルの解決。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.1 2005Q2 Error
Message Reference』

Sun Java System Application Serverのエラーメッセージの解決。

『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.1 2005Q2
Reference Manual』

Sun Java System Application Serverで使用できるユーティリ
ティーコマンド。マニュアルページのスタイルで記述されて
います。asadminコマンド行インタフェースを含みます。

1『Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2 Installation Guide』は、Application
Serverのスタンドアロンインストールのために用意されています。

問題の報告とフィードバックの方法
Sun Java System Application Serverで問題が発生した場合は、次のいずれかの方法でカ
スタマーサポートにお問い合わせください。

■ フィードバック送信フォーム
(http://java.sun.com/docs/forms/J2EE14SubmittalForm.html) — Application Server
製品についてのフィードバックを送信するためのフォームです。

■ J2EE-INTERESTリスト
(http://archives.java.sun.com/archives/j2ee-interest.html) — J2EEに関する質
疑を扱うメーリングリストです。

■ Java Developer Connectionのバグデータベース (http://developer.java.sun.com/
servlet/SessionServlet?url=/developer/bugParade/index.jshtml) —バグを閲覧
または報告するには、このURLにある Java Developer Connection Bug Paradeをご利
用ください。

問題の報告とフィードバックの方法
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■ Java Technology Forums (http://forum.java.sun.com/) — Javaのテクノロジとプログ
ラミング技法に関する知識と疑問を共有するための対話型掲示板です。Sun Java
System Application Server Enterprise Edition 8.1製品について議論するには、ここの
J2EE SDKフォーラムをご利用ください。

■ Sun Software Support Services (http://www.sun.com/service/sunone/software) —
Knowledge Base、オンラインサポートセンター、および Product Tracker、さらには
保守プログラムやサポートに関する問い合わせ番号へのリンクが記載されていま
す。

■ 保守契約を結んでいるお客様は、専用ダイヤルをご利用ください。

問題解決へのお手伝いが円滑に行えるよう、サポートに連絡する際には次の情報
をご用意ください。

■ 問題が発生した状況および操作への影響などの、問題の具体的説明
■ マシン機種、OSバージョン、および製品のバージョン (問題に関係するパッチお
よびその他のソフトウェアを含む)

■ 問題を再現するための具体的な手順の説明
■ エラーログまたはコアダンプ

このマニュアルに関するコメント
弊社では、マニュアルの改善に努めており、お客様からのコメントおよびご忠告を
お受けしております。

http://docs.sun.comにアクセスして「コメントの送信」をクリックしてください。
このオンラインフォームでは、マニュアルのタイトルと Part No.もご記入ください。
Part No.は、マニュアルのタイトルページか先頭に記述されている 7桁または 9桁の
番号です。たとえば、このマニュアルの場合、タイトルは『Sun Java System
Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2リリースノート』、Part No.は 819-3503
です。

その他の情報
以下の場所から有益な情報を入手することができます。

■ Application Serverの製品情報
(http://wwws.sun.com/software/products/appsrvr/home_appsrvr.html)

■ Application Serverhttp://docs.sun.com/app/docs/coll/1310.1
■ Sun Java Systemマニュアル (http://docs.sun.com/prod/java.sys)
■ Sun Java Systemプロフェッショナルサービス

(http://www.sun.com/service/sunps/sunone)
■ Sun Java Systemソフトウェア製品とサービス (http://www.sun.com/software)

その他の情報
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■ Sun Java System Software Support Services
(http://www.sun.com/service/sunone/software)

■ Sun Java SystemサポートとKnowledge Base
(http://www.sun.com/service/support/software)

■ Sunサポートおよびトレーニングサービス (http://training.sun.com)
■ Sun Java Systemコンサルティングとプロフェッショナルサービス

(http://www.sun.com/service/sunps/sunone)
■ Sun Java System開発者情報 (http://developers.sun.com)
■ Sun開発者サポートサービス (http://www.sun.com/developers/support)
■ Sun Java Systemソフトウェアトレーニング

(http://www.sun.com/software/training)
■ Sun Software Data Sheets (http://wwws.sun.com/software)
■ Sun Microsystemsの製品マニュアル (http://docs.sun.com/)

その他の情報
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Application Server Enterprise Edition 8.1
2005Q2の概要

Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2 Update 2は、大規模な本
稼働環境を持つ J2EEアプリケーションおよび JavaテクノロジベースのWebサービス
を開発および配備するための、J2EE 1.4プラットフォーム互換サーバーです。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

■ 9ページの「8.1 2005Q2 Update 2リリースでの新機能」
■ 11ページの「ハードウェアとソフトウェアの要件」
■ 20ページの「Enterprise Edition 8.1リリースで修正されたバグ」
■ 22ページの「8.1 Update 2リリースで修正されたバグ」
■ 26ページの「HADBに関する追加情報」
■ 36ページの「Application Server製品リリース」
■ 36ページの「互換性の問題」
■ 38ページの「J2EEのサポート」
■ 40ページの「高パフォーマンス」
■ 40ページの「スケーラビリティー」
■ 40ページの「JavaServer Faces 1.1のサポート」

8.1 2005Q2 Update 2リリースでの新機能
Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2 Update 2には、次の拡張機能が含まれて
います。

■ 改善された管理機能— Application Serverでは、複数のマシンで構成される複雑な
エンタープライズ配備を、セキュリティー保護された状態でリモート管理できま
す。このリモート管理には、ブラウザベースのコンソールか、スクリプトを使用
できるコマンド行インタフェースを使用できます。また、セキュリティー保護さ
れた状態でリモートから管理および監視機能にプログラムアクセスするための
JMXベースの豊富なAPIも用意されています。
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■ Message Broker — Application Serverには、高可用性、信頼性、高パフォーマン
ス、およびスケーラブルなメッセージングを実現する統合エンタープライズクラ
スのメッセージブローカが含まれています。

■ プラットフォームサポートの拡張—サポートするオペレーティングシステム、
データベース、ロケール、およびハードウェアが追加されています。

■ Sun Java Enterprise System — Sun Java Enterprise Systemの主要な構成要素として、
Application Serverはポータルサービスおよびネットワークアイデンティティー
サービスと緊密に統合されています。

■ 移行ツールとアップグレードツール—これらのツールにより、J2EEアプリケー
ションの規格合致性および移植性を保証し、別の J2EE Application Server (JBoss、
WebLogic、WebSphere)からの移行に役立ち、以前のバージョンの Sun ONE
Application Serverや iPlanet Application Serverからのアップグレードを支援すること
が可能になります。

■ Java 2 Standard Edition 5.0のサポート— Application Serverは、管理および監視のた
めの拡張機能とパフォーマンスおよびスケーラビリティーについての改善点を数
多く含む Java 2 Standard Edition 5.0をサポートしています。

■ Java Web Services Developer Pack 1.6 (JWDSP)のプラグインサポート—すべての
JWSDPプラグインがサポートされるようになりました。JWSDP 1.6は
http://java.sun.com/webservices/downloads/1.6/index.htmlから無料でダウン
ロードできます。

■ JDBCドライバ— Application Serverには、Sunの JDBCドライバが付属していま
す。

■ Webサービスセキュリティー—これらのコンテナメッセージのセキュリティー
メカニズムは、SOAP Webサービス呼び出しのメッセージレベルでの認証 (たとえ
ばXML電子署名および暗号化)を、OASIS WS-Security規格のX509およびユー
ザー名/パスワードのプロファイルによって実装しています。

■ WS-I Basic Profile 1.1 — J2EE 1.4の仕様で規定されているように、このリリースは
Webサービスアプリケーションの相互運用を可能にするためのWeb Services
Interoperability (WS-I) Basic Profile 1.1を実装しています。

■ iWayアダプタによるバックエンド接続— Sun Microsystemsは、現時点で 22の
iWayアダプタを、主要なバックエンドシステム (SAP、Siebel、Oracle、CICS、お
よび IBM MQ Series)向けに再販およびサポートしています。これは、Application
Server環境内から既存の ITアプリケーションを利用できるようにするためです。
これらのアダプタは、J2EE Connector Architecture 1.5仕様とWebサービス (SOAP)
規格をサポートしており、バックエンドアプリケーションに接続するための時間
を節減する開発者ツールを含んでいます。

■ 最新のHADB管理システム— UNIXTMプラットフォームは、新しい高可用性デー
タベース (HADB)管理システム (HADB Version 4.4.2–7)を備えています。このシス
テムには、データベースサーバー、ODBC 2.5ドライバ、JDBC 3.0 Type 4のドライ
バ、clusql (SQL文の入力と実行を行うための対話型プログラム)、および管理シ
ステムが含まれています。このバージョンにより、SSHやRSHに依存することが
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なくなりますが、UDPマルチキャスト用にネットワークを設定する必要がありま
す。HADBの要件と制限事項の詳細は『Sun Java System Application Server Enterprise
Edition 8.1 2005Q2高可用性 (HA)管理ガイド』を参照してください。

■ Solaris 10ゾーンのサポート – Application Serverは、Solaris 10システムの大域ゾー
ンまたは非大域ゾーンのどちらにもインストールできます。Solarisゾーンについ
ては、Solarisゾーン (http://www.sun.com/bigadmin/content/zones/)のページを参
照してください。

ハードウェアとソフトウェアの要件
ここでは、Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.1製品をインストール
する前に満たしている必要のある要件を示します。

■ 11ページの「プラットフォーム要件」
■ 12ページの「重要パッチ情報」
■ 13ページの「JDBCドライバとデータベース」
■ 13ページの「Oracleの設定」
■ 14ページの「PointBaseの設定」
■ 15ページの「Webサーバー」
■ 15ページの「ブラウザ」
■ 16ページの「HADBの要件とサポートされているプラットフォーム」
■ 17ページの「Sun Java System Application Serverのアップグレード」
■ 17ページの「サポートされている J2SEバージョンへの切り換え」
■ 18ページの「その他の要件」

プラットフォーム要件
次の表に、Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2製品でサポー
トされているオペレーティングシステムを示します。また、Application Serverをイン
ストールして実行するための最小および推奨のメモリー要件も示します。

表 2–1 Sun Java System Application Server 8.1 2005Q2のプラットフォーム要件

オペレーティングシステム
最小メモ
リー

推奨するメモ
リー

最小ディスク
容量

推奨するディス
ク容量 JVM

Sun Solaris 8、9、10
(SPARC)

Solaris 9、10 (x86)

512Mバ
イト

1Gバイト 250Mバイ
トの空き領
域

500Mバイト
の空き領域

J2SE 1.4.2_06、
J2SE 5.0

ハードウェアとソフトウェアの要件
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表 2–1 Sun Java System Application Server 8.1 2005Q2のプラットフォーム要件 (続き)

オペレーティングシステム
最小メモ
リー

推奨するメモ
リー

最小ディスク
容量

推奨するディス
ク容量 JVM

Red Hat Enterprise Linux
2.1 Update 2、3.0 Update 1

512Mバ
イト

1Gバイト 220Mバイ
トの空き領
域

300Mバイト
の空き領域

J2SE 1.4.2_06、
J2SE 5.0

Windows Server 2000 SP4+

Windows 2000 Advanced
Server SP4+

Windows Server 2003

Windows XP Pro SP1+

1Gバイ
ト

2Gバイト 500Mバイ
トの空き領
域

1Gバイトの
空き領域

J2SE 1.4.2_06、
J2SE 5.0

UNIXでは、オペレーティングシステムのバージョンを unameコマンドで確認できま
す。ディスク容量は dfコマンドで確認できます。

重要パッチ情報
現時点で Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.1に必要なパッチについ
ては、http://sunsolve.sun.com にアクセスして、「app server 8.1 patch」を検索し
てください。Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.1のリンクをたどり
ます。オペレーティングシステムのパッチ要件に変更があり、Java Enterprise System
コンポーネントのパッチが利用可能になった場合、更新は SunSolveから入手できま
す。最初は、推奨パッチクラスタの形式で提供されます。

Solarisのパッチ要件
Solaris 9または 10 (x86または SPARC)を使用する場合には、「Sun推奨パッチクラス
タ」をインストールすることをお勧めします。このパッチクラスタは、SunSolveの
推奨パッチおよびセキュリティーパッチ (http://sunsolve.sun.com/)から入手できま
す。

RedHat Enterprise Linux 3.0の追加パッケージ要件
インストールプログラムをはじめとして、この製品のネイティブコンポーネントを
実行するには、標準のRedHat Enterprise Linux 3.0ディストリビューションには含まれ
ていないパッケージ compat-libstdc++-7.3-2.96.118.i386.rpmをインストールする必
要があります。

このパッケージは、http://rpm.pbone.net/

index.php3/stat/4/idpl/843376/com/compat-libstdc++-7.3-2.96.118.i386.rpm.html

からダウンロードできます。
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JDBCドライバとデータベース
Sun Java System Application Serverは、対応する JDBCドライバを備えた任意のDBMS
への接続をサポートするように設計されています。Sunがテストし、J2EE準拠の
データベース設定を行うのに使用できることが確認されたコンポーネントを、次の
表に示します。

表 2–2 J2EE準拠の JDBCドライバ

JDBCベンダー JDBCドライバのタイプ サポートされるデータベースサーバー

i-net Software Type 4 Oracle (R) 8.1.7、9i、9.2.0.3

Sybase ASE 12.5.2

Microsoft SQL Server 2000 4.0 Service Pack 1

IBM Type 2 IBM DB2 8.1 Service Pack 3+

PointBase Type 4 PointBase Network Server 4.8

DataDirect Type 4 Oracle (R) 8.1.7、9i、9.2.0.3

Sybase ASE 12.5.2

Microsoft SQL Server

IBM DB2 8.1 Service Pack 3+

Sun Java System JDBC Driver
for Oracle

Type 4 Oracle (R) 9.2.0.3、10G

Sun Java System JDBC Driver
for DB2

Type 4 IBM DB2 8.1 Service Pack 3+

Sun Java System JDBC Driver
for Sybase

Type 4 Sybase ASE 12.5.2

Sun Java System JDBC Driver
for Microsoft SQL Server

Type 4 Microsoft SQL Server 2000 4.0 Service Pack 1

Oracle Type 4、Type 2 Oracle (R) 9.2.0.3、10G

i-net Softwareについては、http://www.inetsoftware.de/を参照してください。

DataDirect Technologiesについては、http://www.datadirect.com/を参照してくださ
い。

Oracleの設定
J2EE 1.4に準拠するようにOracle JDBCドライバを適切に設定する必要があります。
Type 2およびType 4のドライバを次のように設定してください。
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第 2章 • Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2の概要 13

http://www.inetsoftware.de/
http://www.datadirect.com/


▼ Oracleを設定するには

9.2.0.3以降の JDBCドライバを使用します。

Oracleデータベースのパラメータファイル (init.ora)に compatible=9.0.0.0.0または
それ以上の値を加えます。

ojdbc14.jar ファイルを使用します。

Application Serverの設定を変更して JVMのプロパティーを次のように定義します。
-Doracle.jdbc.J2EE13Compliant=true

さらに、Type-2のドライバについては、Application Serverが起動される環境で
ORACLE_HOME変数と LD_LIBRARY_PATH変数 (ここには $ORACLE_HOME/libが含まれている
必要がある)の両方を定義する必要があります。たとえば、これらを asenv.conf

ファイルに追加し、必ずエクスポートされるようにします。

PointBaseの設定
多くのサンプルアプリケーションは、Application Serverに付属の PointBaseデータ
ベースサーバーを使用しています。Application Server Enterprise Editionを使用する場
合、事前に PointBaseデータベースサーバーを設定する必要があります。

PointBaseを設定するには、次の 2つの方法があります。

1. オペレーティングシステムおよびシェルの適切なコマンドを使用して、環境変数
JAVA_HOMEを J2SEがインストールされているディレクトリに設定します。例: %
setenv JAVA_HOME "/opt/SUNWappserver/jdk"

2. 次のように、Application Serverの PointBase設定ファイルを編集します。
a. Solarisおよび Linuxシステムでは、

install_dir/pointbase/tools/serveroption/pbenv.conf設定ファイルを編集し
て、次の行を変更します。

PB_JAVA=%%%PB_JAVA%%%

上記の行を次のように変更します。

PB_JAVA=J2SE_location
a. Windowsシステムでは、install_dir\pointbase\tools\serveroption\pbenv.bat
設定ファイルを編集して、次の行を変更します。

PB_JAVA=%%%PB_JAVA%%%

上記の行を次のように変更します。

PB_JAVA=J2SE_location

1

2

3

4
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ここで J2SE_locationは、J2SEがインストールされているディレクトリです。
Application Serverと一緒に J2SEをインストールした場合、J2SEはデフォルトで
install_dir/jdkにインストールされます。

この変更を加えた後で、startserverスクリプトを使用して PointBaseを起動でき
ます。

Webサーバー
ここでは、Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2向けにサポー
トされているWebサーバーを示します。

表 2–3 サポートされているWebサーバー

Web Server バージョン オペレーティングシステム

Sun Java System Web Server 6.1+ Solaris SPARC 8、9、10

Solaris x86 9、10

Red Hat Enterprise Linux 2.1 Update 2、3.0 Update 1

Apache Web Server 1.3+、1.4、
2.0

Solaris SPARC 9、10

Solaris x86 10

Red Hat Enterprise Linux 2.1 Update 2、3.0 Update 1

Windows Server 2003

Windows 2000 Advanced Server SP4+

Windows Server 2000 SP4+

Windows XP Pro SP1+

Microsoft IISTM 5.0+ Windows Server 2003

Windows 2000 Advanced Server SP4+

Windows Server 2000 SP4+

Windows XP Pro SP1+

ブラウザ
ここでは、Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2でサポートさ
れているブラウザを示します。
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表 2–4 サポートされるWebブラウザ

ブラウザ バージョン

Mozilla 1.4、1.5、1.6、1.7.x

Netscape Navigator 4.79、6.2、7.0

Internet Explorer 5.5 Service Pack 2、6.0

HADBの要件とサポートされているプラット
フォーム
11ページの「ハードウェアとソフトウェアの要件」に示されている要件に加えて、
システムが、下に示されているHADBを実行するための要件を満たしていることを
確認してください。

■ 16ページの「サポートされるプラットフォーム」
■ 17ページの「HADBサーバーホストの要件」
■ 17ページの「HADB管理ホストの要件」
■ 17ページの「HADBクライアントホストの要件」

注 –システムの Javaコンポーネントは JDK 1.4.2_02を使用して構築され、JDK 1.5上で
テストされています。

サポートされるプラットフォーム
■ Solaris (SPARC) – Solaris 8 MU7、Solaris 9 MU7、Solaris 10 RR。
■ Solaris (x86) – Solaris 9 MU7、Solaris 10 RR。
■ RedHat Enterprise Linux - 2.1 U5 (ext3はサポートされず、ext2ファイルシステム
のみがサポートされている)、3.0 U4 (ext2と ext3の両方がサポートされている。
U4より前のアップデートは、過剰なスワッピングのために推奨されない)。これ
らのオペレーティングシステムバージョンでは、HADBが 32ビットモードでのみ
テストされていることに注意してください。また、HADBが、オペレーティング
システム内のバグのために 64ビットモードで動作しているRedHat Enterprise
Linux 3.0をサポートしていないことにも注意してください (HADBへの影響の詳細
は、53ページの「高可用性」の既知のバグ 6249685を参照)。

■ Microsoft Windows – Microsoft Windows 2000 Advanced Server Service Pack 4および
Microsoft Windows 2003 Enterprise Edition。HADBが、間もなく登場する、64
ビットモードのMicrosoft Windowsオペレーティングシステムバージョンをまった
くサポートしていないことに注意してください。

ハードウェアとソフトウェアの要件

Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2リリースノート • 2008年 2月16



HADBサーバーホストの要件
■ 最小メモリー -ノードあたり 320Mバイト。
■ 最小空きディスク容量 -ホストあたりHADBバイナリ用に 70Mバイト。さらに、
データデバイスにもディスク容量が必要、ノードあたりテストインストール用に
512Mバイト。

■ 推奨メモリー -ノードあたり 512Mバイト。
■ 推奨空きディスク容量 -ホストあたりHADBバイナリ用に 70Mバイト。さらに、
データデバイスにもディスク容量が必要、ノードあたりテストインストール用に
1200Mバイト。

注 – HADBデータとログファイルを格納するデバイスで書き込みキャッシュが無効に
なっていることを確認してください。一部の Solarisプラットフォーム (たとえば、
Solaris x86)では、デフォルトで書き込みキャッシュが有効になります。

HADB管理ホストの要件
■ 最小メモリー - 128Mバイト
■ 最小空きディスク容量 -ノードあたりHADBバイナリ用に 70Mバイト

HADBクライアントホストの要件
■ 最小メモリー - 120Mバイト
■ 最小空きディスク容量 - 20Mバイト

Sun Java System Application Serverのアップグレー
ド
Application Serverの以前のどのリリースからも、上書きアップグレードはサポートさ
れていません。以前のバージョンのApplication Serverから現在のバージョンへの
アップグレードに関する詳細な指示については、『Application Server Enterprise
Edition Upgrade and Migration Guide』を参照してください。

サポートされている J2SEバージョンへの切り換え
PointBaseをApplication Serverとともに使用する場合は、J2SE 1.4.2をダウンロード
し、それを付属の J2SE 5.0 JVMの代わりに使用してください。これを行うには、次の
手順に従います。
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▼ J2SE 1.4.2に切り替えるには

まだインストールされていない場合、J2SE 1.4.2 SDK (JREではない)をダウンロードし
てシステムにインストールします。

J2SE 1.4.2 SDKは、http://java.sun.com/j2se/1.4.2/からダウンロードできます。

Application Serverを停止します。

コマンド行から次のコマンドを実行します。

install_dir/bin/asadmin stop-domain

管理コンソールで次のようにします。

a. 「アプリケーションサーバー」ノードをクリックします。

b. 「インスタンスの停止」をクリックします。

install_dir/config/asenv.confファイル (Windowsでは asenv.bat)を編集して、AS_JAVA

の値を J2SE 1.4.2のホームディレクトリを指すように変更します。

as-install/samples/common.propertiesファイルを編集して、com.sun.aas.javaRoot...

で始まる行を J2SE 1.4.2のホームディレクトリを参照するように変更します。

Application Serverを再起動します。

コマンド行から次のコマンドを実行します。

install_dir/bin/asadmin start-domain

管理コンソールで次のようにします。

a. 「アプリケーションサーバー」ノードをクリックします。

b. 「インスタンスを起動」をクリックします。

その他の要件
Sun Java System Application Serverソフトウェアをインストールする前に、次の追加の
要件が満たされるようにしてください。

■ 空き領域—一時ディレクトリには、少なくとも、Sun Java System Application Server
のインストール用に 35Mバイトの空き領域と、SDKのインストール用に 250Mバ
イトの空き領域が必要です。

1

2

3

4
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■ アンインストールプログラムの使用—システムからApplication Serverを削除する
必要がある場合は、ソフトウェアに付属のアンインストールプログラムを使用す
ることが重要です。ほかの方法を使用して削除すると、同じバージョンの再イン
ストールや新しいバージョンのインストールを行うときに問題が発生する可能性
があります。

■ 空きポート—利用可能な未使用ポートが 7つ必要です。
■ インストールプログラムは、使用されているポートを自動的に検出し、その時
点で未使用のポートをデフォルトの設定として示します。デフォルトでは、
HTTPについては 8080、HTTPSについては 8181、Administration Serverについ
ては 4849が初期デフォルトポートです。

■ インストールプログラムは、使用されているポートを検出し、それ以外の 2つ
のポートを割り当てます。そのポートは、Sun Java System Message Queue (デ
フォルトでは、7676)と、IIOP (デフォルトでは、IIOPの場合は 3700、IIOP/SSL
の場合は 1060と 1061)です。これらのデフォルトポート番号が使用されている
場合、インストールプログラムは動的ポートの範囲から無作為にポート番号を
割り当てようとします (これは利用可能な次のポート番号とはかぎらない点に
注意)。

インストール済みサーバーの起動 (UNIX) —インストール済みサーバーを置き換
える場合以外は、Sun Java System Application Server 8.1のインストール処理を開始
する前に、インストール済みサーバーを起動してください。インストールプログ
ラムが使用中のポートを検出するため、使用中のポートがほかの目的に使用され
ることはありません。

■ インストール済みサーバーの置き換え (UNIX) —古いバージョンの Sun Java System
Application Serverがインストールされており、それを現在のバージョンの
Application Serverに置き換える場合は、新しいサーバーをインストールする前
に、インストール済みサーバーを停止してください。インストールプログラムの
アップグレードウィザードを使用してサーバーをアップグレードしてください。

■ ファイアウォールのシャットダウン (Microsoft Windows) — Sun Java System
Application Serverソフトウェアをインストールする前に、すべてのファイア
ウォールソフトウェアを停止する必要があります。一部のファイアウォールソフ
トウェアはデフォルトですべてのポートを無効にするからです。インストールプ
ログラムは、使用可能なポートを正確に検出できる必要があります。

互換性に関するその他の情報については、『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.1 2005Q2 Upgrade and Migration Guide』を参照してください。
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Enterprise Edition 8.1リリースで修正されたバグ
ここでは、お客様から報告された問題のうち、Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.1製品で解決されたものを示します。

バグ番号 説明

4887079 配備と配備の取り消し、および配備されているアプリケーションの検索
を実行するためのプログラミングAPI。

4911462 ポートが使用可能な範囲を外れているときの正しくないメッセージ。

4918535 sun-appserv-deploy()が、 createAndDropTables()をサポートするフラグ
を取らない。

4939749 xml:()lang()値は、Deploytoolによって自動的に挿入されるべきではな
い。

4946914 クラスタに対する配備サポート。

4979136 ディレクトリベースの配備によって、アプリケーションがバックアップ
ディレクトリにコピーされる。

4987274 Beanのリモートインタフェースに Util()という名前が付いていると、配
備が失敗する。

4988818 J2SE 1.5が使用されていると、透過的持続性ランタイムテストが失敗す
る。

4992295 コマンド行インタフェースでのシステムコンポーネントの配備は成功す
るが、サーバーのログファイルにエラーが記録される。

4994790 precompilejsp=trueを使用して配備された JSPが、sun-web.xmlでコンパイ
ラフラグを使用しない。

4996876 ベリファイアと、verify=trueによる配備のレポートが異なる。

5003356 最新の server.policyファイルアップデートがUpgradetoolによって処理
されない。

5006854 asadmin deploy --virtualserversが配備に失敗する。

5007309 HTTPリスナーアクセプタスレッドに対する不適切なデフォルト値。

5008941 アプリケーションが配備取り消しの後で再度配備されたとき、JSR88の起
動操作が失敗する。

5016848 Windowsで、JDK JARファイルキャッシュと閉じられていないファイル
によって、一部の再配備が妨げられる。

5017956 JARモジュールレベルでの list -mによって EJBが表示されない。

5030425 deploydirコマンドで security-role-mappingの変更が無視される。
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バグ番号 説明

5041343 servlet-mapping url-pattern- -directoryが常に /で囲まれているかどう
かがチェックされない。

5046120 大規模アプリケーションの配備中に SEVEREログメッセージが出力され
る。

6041268 HTTP TRACEを無効にする機構がない。

6062410 地域対応化されたマシンで、Upgradetoolが英語で起動される。

6067341 Webアプリケーションで ejb-refsを使用して deploydirコマンドを実行
すると、リモートインタフェースの rmicで失敗する。

6152752 SPEC J2004テストの実行中に outofbound例外がログに記録される。

6154949 接続検証が機能しない。

6157310 関係管理中に、ランタイムで「Collection」フィールドが再読み込みさ
れる。

6165491 ドメインがデフォルトドメインとは別のパスに作成されていると、ドメ
インの起動に失敗する。

6171667 ライフサイクルモジュールのプロパティー要素が domain.xmlに作成され
ない。

6171729 MDBの配備中に、文字列でない RA ActivationSpecプロパティーで
IllegalArgumentExceptionが発生する。

6172178 OSS/J TT TCKで、リモートアプリケーションサーバーからの JMS接続
ファクトリの取得に失敗する。

6172589 セキュリティーマネージャーの呼び出しの最適化。

6183492 [DataDirect] DB2:一部の透過的持続性アプリケーションサーバーテスト
で、EJBの呼び出し中に例外がスローされて失敗する。

6184864 OR演算子を使用し、式にNullの単一値CMRSが含まれていると、EJB QL
クエリーで結果が返されない。

6197393 Deploytoolで、配備記述子にmessage-destination要素が作成されないこと
がよくある。

6198796 アプリケーションを配備する場合、EEサンプルの asadminコマンドに
availabilityenabled=true()オプションを含める必要がある。

6198981 クラスパスに xalan.jarファイルがないと、ドロップダウンが空にな
り、Webサービスウィザードが失敗する。

6199076 asantスクリプトを使用して、Duke書店サンプルのフェイルオーバーテ
ストを実行できない。

Enterprise Edition 8.1リリースで修正されたバグ
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バグ番号 説明

6202363 mq-failoverサンプルアプリケーション内の 1つの antターゲットで、ク
ラスタ名がハードコードされている。

6202606 JMSとMessage Queueの間の SSL JMSに JMSサービス設定を使用できな
い。

6206176 Application Server 8.1で、startserv/stopservにアクセス権 755が必要であ
る。

6207297 デフォルトの SSLポート番号 (443)を使用しないでApplication Serverにア
クセスすると動作しない。

6207862 asadmin create-domain --helpによって生成された一部が正しくない。

8.1 Update 2リリースで修正されたバグ
ここでは、お客様から報告された問題のうち、Sun Java System Application
ServerEnterprise Edition8.12005Q2Update 2製品で解決されたものを示します。

バグ番号 説明

4842830 例外「ComStream is closed」が JDBCクライアントに送信される。

4847716 望ましくない動作を引き起こす可能性があるため、コミットモードの設
定に execute/executeUpdateを使用するべきではない。標準の JDBCの
setAutocommit()を使用する必要がある。

4861326 ステートメントプールで、CREATE SCHEMAが暗黙の SET SCHEMAとし
て認識されない。

4891060 リスナーがソケットで待機しているときにアドレス指令を無視する。

5042351 新規ノードが追加された後に作成された新規テーブルが、追加ノードに
配布されない。

5061316 再断片化しているテーブルに対するクエリーが、「HADB-E-01792:
Replica has been deleted」で失敗することがある。クエリーを再試行する
必要がある。

5063175 ホストを単一/複数の両方のネットで使用している場合、hadbm createは
エラーを発生させるべきである。

5079029 単一ホストでパッケージの登録を解除すると、「The software package is in
use by database instance and can not be removed」というエラーで失敗するこ
とがある。
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バグ番号 説明

5094611 管理リポジトリ内の書き込みトランザクションを開く必要のある管理操
作が、きわめてまれなケースとして、そのトランザクションが開かれる
のを待機して永久にハングアップすることがある。

5103186 Windows 2003でネットワークが 1つダウンしていると、NSUPを起動で
きない。

6225613

6271063 HADB cパッケージ (Solaris: SUNWhadbc、Linux: sun-hadb-c)バージョンの
シンボリックリンク /opt/SUNWhadb/のインストールまたは削除に
よって、エラーが発生する。

6174781 管理エージェントが再起動された後の短期間、コマンド hadbm status -
nodesによって、ノードが「不明」に等しい nodestateにあると表示され
ることがある。

6175436 hadbm addnodesまたは hadbm refragmentが「HADB-E-11747: Nodegroup
all_nodes exists already」というエラーで失敗した場合は、再度 hadbm

refragmentを実行する。

6174676 6179084 configure-ha-clusterを実行できない。

6178228

6179010

configure-ha-clusterの失敗。

6181845 Windows上で 2Gバイトよりも大きなデータデバイスを作成できない。

6189189 絶対パスが指定されたとき、export-http-lb-configで loadbalancer.xml

のファイル名が作成されない。

6198225 『クイックスタートガイド』に、文の繰り返しの誤植がある。

6195779 一部のフィルタドロップダウンリストのオプションの値が国際化されて
いない。

6196741 J2SE 1.4.xをアップグレードするとき、付属の J2SEコンポーネントの代わ
りのアップグレードが正常に動作しない。

6207616 ホストがダウンしていると、任意の hadbmコマンドが、管理エージェン
トへの接続が必要な場合に数分間ハングアップすることがある。

6212791 ツリーノードをクリックしても、項目が右の区画に表示されない。

6216096 ハングしているトランザクションによってログバッファーがいっぱいに
なり、多数のトランザクションが中止されることで、ノードク
ラッシュが引き起こされる。

6225613 executeUpdate()における整合性のない LOBサイズ。

6227502 EJB Timerサービスの初期化エラーは、SEVEREとしてログに記録されるべ
きではない。
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バグ番号 説明

6228789 hadbm deleteコマンドが失敗する。

6230415 HADB-E-21070:操作は制限時間内に完了しなかったが、キャンセルされ
てはいないため、あとで完了する可能性がある。

6230792 hadbm:エラー 22009:発行されたコマンドが、ここ 300秒の間進んでいな
い。

6232347 dropandcreatetablesが、asdamin deploy --helpに対して完全には正しく
ない。

6232838 不必要なログ呼び出しのために、アプリケーションサーバーがスケーリ
ングできない。

6232974 8.0 Platform Editionから 8.1 Enterprise Editionへのアップグレード時に、イ
ンストーラがノードエージェントの作成に失敗する。

6233142 HADBのインストール/アンインストールでは、ソフトリンク
/opt/SUNWhadb/4が常に保持されるべきだが、必ずしもそのとおりに
なっていない。

6233276 フォーム認証が URL -pattern /*.jspに対して機能しない。

6233469 asadminヘルプの正しくないヘルプテキスト。

6233476 update-file-userや類似のコマンドの正しくないヘルプテキスト。

6237567 「管理オブジェクトリソースの作成」ウィンドウに、キー
adminObjectStep2PageHelpがない。

6238477 同じアプリケーションサーバーインスタンス内の「corba name」EJB参照
を解決できない。

6239630 特定のエンティティー Beanを適切にマッピングできない。

6239837 JMS server-configの管理における「再接続間隔」の単位とデフォルト値
が誤っている。

6240661 一部のメッセージが英語のロケールのままである。

6241311 「プールアイドルタイムアウト」フィールドの注記が間違っている。

6241368 管理コンソールのログイン画面とオンラインヘルプで、英語のブラウザ
言語について触れていない。

6243395 JMSおよび JDBCのリソースでトランザクションリカバリが機能しない。

6245922 Application Serverが連続してクラッシュする。

6246426 Web-INF/libで JARファイルを展開すると、隠すべき内容が公開される。

6249637 JDBC接続プールプロパティーを変更すると、再起動が必要になる。

6249662 Proxy-auth-certが適切にフォーマットされていない。
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バグ番号 説明

6250989 SOAP要素 addChildElementによって、マークアップのない不完全な要素
が追加される。

6252187 高可用性シングルサインオンによって、異なるレルム間で主体が伝達さ
れる。

6252810 マニュアルページ内の configure-ha-persistenceが最新ではない。

6253735 『クイックスタートガイド』に、高可用性に関する情報が含まれていな
い。

6254393 付属の『クイックスタートガイド』に、期限が切れたリリースノートへ
のリンクが含まれている。

6254462 データベースが再起動した後、接続検証コードによってNPEがスローさ
れる。

6255253 付属のマニュアルの中の「購入方法」リンクのURLが間違っている。

6255440 同期のパフォーマンス向上。

6255458 delete-virtual-serverにおける誤植。

6255524 UpdateTask ANTタスクがANT 1.6.2で動作しない。

6255564 Platform Editionから Enterprise Editionへのアップグレードの後、アップ
グレードされたドメインの起動が、管理ユーザー認証の失敗のために失
敗する。

6258844 8.1 Update 1へのアップグレードの後、ファイルレルムユーザーのログイ
ンが機能しない。

6258997 コマンド行インタフェースのマニュアルページでの --secureオプション
に対する正しい説明。

6259125 asadmin getのドキュメントが不十分であり、かつ紛らわしい。

6262564 PrivateKeyProcessorで、keyIdentifierによる取得がサポートされな
い。

6262824 Solaris 10:大域ゾーンでma-initdスクリプトを使用して管理エージェント
を停止すると、ローカルゾーンの管理エージェントも停止される。

6263684 Linux RPMパッチ生成スクリプトの READMEに手作業の変更が必要であ
る。

6263686 svr4パッチ生成によって、正しくないエントリが READMEに挿入される。

package-appclientスクリプトが壊れている。

6264969 PointBaseを使用しているすべてのASサンプルのセットアップが失敗す
る。データベースを version 5.1にアップグレードできない。
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バグ番号 説明

6265687 インストーラのグラフィックイメージに、正しくない製品バージョンが
含まれている。

6266183 高可用性テストが失敗する。再起動後のレルム名にNullが含まていれ
る。

6267410 ログレベルが FINEに設定されていると、session.invalidate()中に例外
が発生する。

HADBに関する追加情報
ここでは、Application Server 8.1に含まれているHADB実装に関する重要な追加情報
を示します。

■ 26ページの「HADBの拡張機能」
■ 27ページの「HADBのファイルシステムサポート」
■ 28ページの「高可用性データベースのアップグレード」
■ 35ページの「既知の SQLの制限事項」
■ 36ページの「高可用性ロードバランス」

HADBの拡張機能
■ データベース管理に使用するパスワードの変更を可能にするために、新しい管理
コマンド hadbm setadminpasswordが実装されました。このコマンドは、使用する
管理エージェントを示すオプションと、古いパスワードおよび新しいパスワード
を取ります。詳細は、hadbm setadminpasswordのマニュアルページを参照してく
ださい。

■ 既存の管理コマンド hadbm listpackagesが変更されています。以前、このコマン
ドはオペランドを取らず、関連する管理ドメイン内のすべてのパッケージを表示
していました。変更によって、オプションのパッケージ名オペランドが導入さ
れ、その名前を持つパッケージのみが表示されます。そのオペランドが指定され
ない場合は、すべてのパッケージが表示されます。詳細は、hadbm listpackages

のマニュアルページを参照してください。
■ 既存の管理コマンド hadbm createdomainが変更されています。hostlistオペランド
が、管理エージェントのポート番号も指定できるように拡張されました。この方
法により、hostlistオペランドのみを使用してドメインが完全に指定されます。下
位互換性のために、以前の動作も引き続きサポートされています。詳細は、
hadbm createdomainのマニュアルページを参照してください。

■ 管理システムからのエラーメッセージの一部が変更されています。これらの変更
は、エラーメッセージのわかりやすさ、一貫性、および正確性を向上させること
を目的にしています。実際の変更は、このリリースノートには示されていませ
ん。
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■ インストールとアンインストールの動作が若干変更されています。HADBのイン
ストールまたはアンインストールでは、ソフトリンク /opt/SUNWhadb/4が常に保
持されるべきですが、必ずしもそのとおりにはなっていません。

■ コマンド行でパスワードをコマンドオプションとして入力する場合があります
が、この方法は推奨されません。これは、コマンド行オプションとしてパスワー
ドを取るすべての hadbmコマンドに当てはまります。hadbmコマンドでは、従来よ
り、パスワードを次の方法で入力できるようになっています。

1. パスワードファイル
2. コマンド行オプション
3. 対話型の入力

2つ目の方法のコマンド行オプションは安全でないと見なされるため、推奨され
ません。この方法でパスワードが入力されると、警告メッセージが表示されま
す。代わりに、1つ目の方法のパスワードファイルか、または 3つ目の方法の対
話型の入力を使用してください。コマンド行でのパスワードの使用は、次のリ
リースでは廃止される予定です。これは、コマンド行のパスワードオプションを
取るすべての hadbmコマンドに適用されることに注意してください。

■ HADBは、JGroups Version 2.2を使用するようにアップグレードされており、その
ソースコードはHADBとともに配布されます。以前のHADBバージョンからのオ
ンラインアップグレードをサポートするために、JGroups 2.1および 2.2の両方が
HADBとともに提供されます。JGroups 2.1の場合は、バイトコードのみが提供さ
れます。

HADBのファイルシステムサポート
次のファイルシステムを使用するようHADBを設定する場合には、重要な考慮事項
がいくつかあります。

■ ext2および ext3— HADBは、Red Hat Application Server 3.0用に ext2および ext3
ファイルシステムをサポートしている。Red Hat Application Server 2.1については、
HADBは ext2ファイルシステムしかサポートしていない。

■ Veritas– SolarisプラットフォームでVeritas File Systemを使用すると、「WRN:

Direct disk I/O mapping failed」というメッセージが履歴ファイルに書き込まれ
る。このメッセージは、データデバイスおよびログデバイスについてHADBが直
接入出力を有効にできないことを示している。直接入出力は、ディスクページに
書き込むためのCPUコストを節減することによってパフォーマンスを向上させ
る。また、「ダーティー」なデータページを管理するためのオペレーティングシ
ステムのオーバーヘッドを減らす。

Veritas File Systemで直接入出力を利用するには、次の方法の 1つを使います。
■ オプション mincache=directでマウントされたファイルシステム上に、データ
デバイスとログデバイスを作成します。このオプションは、このファイルシス
テムで作成されたすべてのファイルに適用されます。詳細は、mount_vxfs(1M)

コマンドを参照してください。
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■ Veritas Quick入出力ユーティリティーを使用して、ファイルシステムファイル
に対する raw入出力を行います。詳細は、『VERITAS File System 4.0
Administrator's Guide for Solaris』を参照してください。
これらの設定は、Application Server 8.1 2005Q2 Update 2ではテストされていな
いことに注意してください。

Application ServerソフトウェアでのHADBのインストールと設定については、
『Application Server Enterprise Edition高可用性 (HA)管理ガイド』を参照してく
ださい。

高可用性データベースのアップグレード
■ 28ページの「アップグレード前の作業とデータ移行」
■ 28ページの「アップグレード手順」
■ 30ページの「アップグレードのテスト」
■ 30ページの「配備とアップグレードに関する特別な情報」

▼ アップグレード前の作業とデータ移行
ユーザーは、HADB履歴ファイル、管理エージェント設定ファイル、ログファイル
とリポジトリ、およびインストールパスの外部にあるすべてのデータデバイスを保
管するようにしてください。この作業がまだ完了していない場合は、アップグレー
ドの前に実行してください。管理リポジトリと設定ファイルを移動するには、次の
手順に従います。

すべての古い管理エージェントを停止し、HADBノードは動作したままにします。

各ホスト上で、リポジトリディレクトリを新しい場所に移動します。

各ホスト上で、dbconfigディレクトリを新しい場所にコピーします。

各ホスト上で、mgt.cfgファイルをアップデートし、dbconfigとリポジトリディレク
トリの正しいパスを設定します。

アップデートされた mgt.cfgファイルを使用して管理エージェントを起動します。

▼ アップグレード手順
HADB Version 4.4.xからVersion 4.4.2-7にアップグレードするには、次の手順を実行
します。

必要に応じて、上で説明したアップグレード前の作業を実行します。

HADB Version 4.4.2-7をすべてのHADBホストにインストールします。パスはVersion
4.4.xとは別のパス、たとえば /opt/SUNWhadb/4.4.2-7にします。

始める前に

1

2
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2
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HADB Version 4.4.2-7を、HADBホストとは別の hadbmクライアントホストにインストー
ルします。

すべてのHADBホスト上で実行されているすべての管理エージェントを停止します。

新しいバージョンのソフトウェアを使用して (ただし、設定ファイルは古いまま)、管
理エージェントプロセスを起動します。残りの手順では、新しいバージョンの bin

ディレクトリにある hadbmコマンドを使用してください。

管理ドメインでパッケージを登録します。デフォルトのパッケージ名がV4.4になる
ので、同じ名前を持つ既存のパッケージとの競合を避けるために別のパッケージ名
が必要になる場合があります。
hadbm registerpackage --packagepath=/opt/SUNWhadb/4.4.2-7 V4.4.2-7

hadbm listpackagesコマンドを実行し、ドメインに新しいパッケージが登録されてい
ることを確認します。

新しい hadbmVersion 4.4.2-7を使用してデータベースを再起動します。デバイスと履歴
ファイルを移動する必要がある場合は、オンラインアップグレードを、デバイスと
履歴ファイル用の新しいパスの設定とともに 1回の操作で実行します。
hadbm set packagename=V4.4.2-7,devicepath=new_devpath,
historypath=new_histpath

そうでない場合、つまりデバイスと履歴ファイルがすでにインストールディレクト
リの外にある場合は、ノードの順次再起動のみを行う次のコマンドを実行します。

hadbm set packagename=V4.4.2-7 database name

データベースが「実行中」の状態にあり (hadbm statusコマンドを使用して確認)、か
つ正常に動作してクライアントトランザクションを処理していることを確認しま
す。

すべてが正常に動作している場合は、あとで古いインストールを削除することがで
きます。古いパッケージの登録を解除する前に、古いパッケージへのすべての参照
を maリポジトリから削除します。そうしないと、「使用中のパッケージ」のために
hadbm unregisterpackageが失敗します。たとえば、ダミーの再設定操作 hadbm set

connectiontrace=same as previous valueによって、古いパッケージへのすべての参照が
削除されます。ここで、古いパッケージの登録を解除します。
hadbm unregisterpackage [--hosts=host-list] old pacakge name

ファイルシステムから古いインストールを削除します。
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▼ アップグレードのテスト
Solarisで、アップグレードの成功をテストするには、アップグレードが正常に実行
されたことを確認します。

動作中のプロセスが新しいバイナリを使用していることを確認してください。すべ
てのHADBノードで、次のことを確認します。
new path/bin/ma -v

new path/bin/hadbm -v

データベースが動作中かどうかを確認します。次のコマンドによって、すべての
HADBノードが「実行中」の状態にあることが表示されます。
new path/bin/hadbm status -n

HADBを使用している製品のポインタが、新しいHADBパスを指すように変更されて
いることを確認します。

HADBを使用している製品では、独自のアップグレードテストを実行して、HADB
アップグレードも動作していることを確認できます。

オンラインアップグレードのあと、新しいバージョンが正常に動作しない場合は、
以前のHADBバージョンの使用に戻してください。ただし、管理エージェントリポ
ジトリが変更されている場合は、HADB自体はダウングレードできますが、新しい
管理エージェントを引き続き動作させる必要があります。

配備とアップグレードに関する特別な情報
ここでは、HADBの配備とアップグレードに関する追加情報を示します。

■ 30ページの「導入」
■ 34ページの「4.4.1から 4.4.2へのオンラインアップグレード」

導入
■ デバイス、ログ、および履歴ファイルはローカルディスクにのみ格納するように
し、リモートマウントのファイルシステムは使用しないでください。

■ ホストに複数のノードが配置されている場合は、各ノードに所属するデバイスを
別のディスクに保管することをお勧めします。そうしないと、ディスクの競合に
よってパフォーマンスが低下します。この問題の症状は、「BEWARE - last

flush/fputs took too long」などのメッセージによって履歴ファイルで確認でき
ます。1つのノードに複数のデータデバイスファイルがある場合は、これらのデ
バイスファイルに別々のディスクを使用することをお勧めします。

1

2

3

4
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■ ローカルディスク (可能であれば、データデバイスに使用されているものとは別
のディスク)を使用して、HADBホストにHADBバイナリをインストールしてく
ださい。NFSの遅延またはディスクの競合によって、履歴ファイルに「Process

blocked for nnn, max block time is nnn」という警告が出力され、ノードが再起
動される可能性があります。

■ HADBデバイス、履歴ファイル、管理エージェントディレクトリ、およびエー
ジェント設定ファイルをHADBパッケージのパスには配置しないでください。こ
れを行うと、新しいバージョンにアップグレードし、古いパッケージのパスを削
除したときに問題が発生します。

■ このリリースのHADBでは、最大 28ノード (24のアクティブデータノード、およ
び 4つのスペア)が正式にサポートされています。

■ JDBCドライバおよびHADBサーバーには同じバージョンを使用することをお勧
めします。

■ IPv6はサポートしていません。IPv4のみです。
■ Windowsでのコマンド行の長さは、2048バイトに制限されています。
■ ネットワークをUDPマルチキャスト用に設定する必要があります。
■ RedHat Enterprise Linux 3.0 Update 1～ 3は、過剰なスワッピングが見られるため、
配備プラットフォームとしてはお勧めできません。この問題は、RedHat
Enterprise Linux 3.0 Update 4では修正されています。

■ NSUPをリアルタイム優先度を使用して実行する可能性は次のとおりです。

ノードスーパーバイザー (NSUP)のプロセス (clu_nsup_srv)は、タイムリーな方法
による「ハートビート」メッセージ交換を利用して、HADBの高可用性を保証し
ます。NSUPがほかのプロセスと同じ場所に配置されていると、このタイミングが
影響を受け、リソースの枯渇が発生します。その結果、誤ったネットワークパー
ティションが発生し、ノードが再起動します (その前に、履歴ファイル
に「Process blocked for n seconds」という警告が出力される)。それにより、トラン
ザクションの中止やその他の例外が発生します。

この問題を解決するには、clu_nsup_srv (installpath/lib/serverに格納されてい
る)の suidビットを設定し、そのファイルをルートが所有するようにする必要が
あります。これを手動で行うには、次のコマンドを実行します。

# chown root clu_nsup_srv

# chmod u+s clu_nsup_srv

これにより、clu_nsup_srvプロセスは、起動されると、ユーザー rootとして実行
されます。さらに、起動後、自分自身にリアルタイム優先度を自動的に与えるこ
とができるようになります。setuidを使用することによるセキュリティーへの影
響を避けるために、リアルタイム優先度は最初の間だけ設定され、優先度が変更
されたらプロセスは有効な uidに戻ります。ほかのHADBプロセスは、優先度を
タイムシェアするために自分の優先度を低くします。
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NSUPがリアルタイム優先度を設定できない場合は、「Could not set realtime
priority」(unix: errno will be set to EPERM) という警告を出力します。この警告
は ma.logファイルに書き込まれ、リアルタイム優先度を使用しないで処理が継続
されます。

リアルタイム優先度を設定できない例として、次のような場合があります。

■ Solaris 10の非大域ゾーンにインストールされている場合
■ Solaris 10で、PRIV_PROC_LOCK_MEMORY (プロセスが物理メモリー内のページを
ロックできる)または PRIV_PROC_PRIOCNTL特権、あるいはその両方が無効に
なっている場合

■ ユーザーが setuid権限を無効にしている場合

■ ユーザーがソフトウェアを tarファイルとしてインストールしている場合
(App.server用のルート以外のインストールオプション)

clu_nsup_srvプロセスはCPUの消費が少なく、フットプリントも小さいため、リ
アルタイム優先度を使用して実行してもパフォーマンスには影響しません。

■ SolarisでのHADB用の IPネットワークマルチパスの設定 (Solaris 9でのみテスト済
み)

可能な範囲で最高のネットワーク可用性を保証するために、HADBを実行してい
る Solarisホストをネットワークマルチパスを使用して設定することをお勧めしま
す。ネットワークマルチパスの設定は、『IP Network Multipathing Administration
Guide』で詳細に説明されています。HADBでマルチパスを使用することにした場
合は、後述されているHADB用のマルチパス設定への対応に進む前に、『IP
Network Multipathing Administration Guide』の「Administering Network
Multipathing」の節を参照してマルチパスを設定してください。『IP Network
Multipathing Administration Guide』は、Solaris 9の『System Administrator
Collection』に含まれており、http://docs.sun.comからダウンロードできます。

■ ネットワークインタフェース障害検出時間の設定

HADBでマルチパスのフェイルオーバーを適切にサポートするには、
/etc/default/mpathd内の FAILURE_DETECTION_TIMEパラメータで指定されてい
るネットワークインタフェース障害検出時間が 1000ミリ秒を超えないように
する必要があります。元の値がこの値を超えている場合は、このファイルを編
集して、このパラメータの値を 1000に変更します。

FAILURE_DETECTION_TIME=1000

変更を有効にするために、次のコマンドを実行します。

pkill -HUP in.mpathd

■ HADBで使用する IPアドレス
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『Solaris IP Network Multipathing Administration Guide』で説明されているよう
に、マルチパスを使用するには、物理ネットワークインタフェースをマルチパ
スインタフェースグループにグループ化する必要があります。このようなグ
ループ内の各物理インタフェースには、物理インタフェースアドレスとテスト
アドレスの 2つの IPアドレスが関連付けられます。データの送信に使用でき
るのは物理インタフェースアドレスのみであり、テストアドレスは Solaris内
部の使用のためにのみ用意されています。hadbm create --hosts が実行される
と、各ホストは、マルチパスグループの 1つの物理インタフェースアドレスに
よってのみ指定されます。

■ 例

ホスト 1とホスト 2のそれぞれに、2つの物理ネットワークインタフェースが
含まれていると仮定します。各ホスト上で、これらの 2つのインタフェースを
マルチパスグループとして設定し、ifconfig -aを実行すると次の出力が得ら
れます。

ホスト 1

bge0: flags=1000843<mtu 1500 index 5 inet 129.159.115.10 netmask ffffff00

broadcast 129.159.115.255 groupname mp0

bge0:1: flags=9040843<mtu 1500 index 5 inet 129.159.115.11 netmask ffffff00

broadcast 129.159.115.255

bge1: flags=1000843<mtu 1500 index 6 inet 129.159.115.12 netmask ffffff00

broadcast 129.159.115.255 groupname mp0

bge1:1: flags=9040843<mtu 1500 index 6 inet 129.159.115.13 netmask ff000000

broadcast 129.159.115.255

ホスト 2

bge0: flags=1000843<mtu 1500 index 3 inet 129.159.115.20 netmask ffffff00

broadcast 129.159.115.255 groupname mp0

bge0:1: flags=9040843<mtu 1500 index 3 inet 129.159.115.21 netmask ff000000

broadcast 129.159.115.255

bge1: flags=1000843<mtu 1500 index 4 inet 129.159.115.22 netmask ffffff00

broadcast 129.159.115.255 groupname mp0

bge1:1: flags=9040843<mtu 1500 index 4 inet 129.159.115.23 netmask ff000000

broadcast 129.159.115.255

ここで、両方のホスト上の物理ネットワークインタフェースは、bge0および
bge1として表示されています。『IP Network Multipathing Administration
Guide』で説明されているように、bge0:1および bge1:1として表示されている
のはマルチパステストインタフェースです (そのため、ifconfig出力ではこれ
らのインタフェースが「非推奨」としてマークされている)。

この環境でHADBを設定するには、各ホストから 1つの物理インタフェースア
ドレスを選択します。この例では、ホスト 1からは 129.159.115.10を、ホスト
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2からは 129.159.115.20を選択します。ホストあたり 1つのデータベースノー
ドを含むデータベースを作成するには、hadbm createに次の引数を使用しま
す。

--host 129.159.115.10,129.159.115.20

ホストあたり 2つのデータベースノードを含むデータベースを作成するには、
次の引数を使用します。

--host 129.159.115.10,129.159.115.20,129.159.115.10,129.159.115.20

どちらの場合も、両方のホストの ma.server.mainternal.interfaces変数を
129.159.115.0/24に設定してください。

4.4.1から 4.4.2へのオンラインアップグレード

オンラインで 4.2または 4.3から 4.4にアップグレードすることはできません。ただ
し、4.4の将来のバージョンではオンラインアップグレードがサポートされます。
4.4.1から 4.4.2にアップグレードするには、次の手順を実行します。

1. すべてのHADBホストに 4.4.2をインストールします。パスは 4.4.1とは別のパ
ス、たとえば /opt/SUNWhadb/4.4.2-6にします。

2. hadbmクライアントホストに新しいバージョンをインストールします。

3. HADBホスト上で実行されているすべての管理エージェントを停止します。

4. 新しいバージョンのソフトウェアを使用して (ただし、設定ファイルは古いま
ま)、管理エージェントプロセスを起動します。残りの手順では、新しいバー
ジョンの binディレクトリにある hadbmコマンドを使用してください。

5. 管理ドメインでパッケージを登録します。ここで、デフォルトのパッケージ名が
V4.4になるため、同じ名前を持つ既存のパッケージとの競合を避けるために別の
パッケージ名が必要になる場合があります。

hadbm registerpackage --packagepath=/opt/SUNWhadb/4.4.2-6 V4.4.2

6. 新しいバージョンを使用してデータベースを再起動します。次のコマンドでは、
ノードの順次再起動が実行されます。

hadbm set packagename=V4.4.2 database_name

7. データベースが「実行中」の状態にあり (hadbm statusコマンドを使用して確
認)、かつ正常に動作してクライアントトランザクションを処理していることを確
認します。

8. すべてが正常に動作している場合は、あとで古いインストールを削除することが
できます。
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古いパッケージの登録を解除する前に、古いパッケージへのすべての参照を maリ
ポジトリから削除します。そうしないと、「使用中のパッケージ」のために
hadbm unregisterpackageが失敗します。たとえば、ダミーの再設定操作 hadbm
set connectiontrace=<same_as_previous_value>によって、古いパッケージへのすべ
ての参照が削除されます。ここで、古いパッケージの登録を解除します。

hadbm unregisterpackage [--hosts=<host_list>] <old_package_name>

HADBのインストール手順 (http://clustra.norway.sun.com/
intraweb/download/products/hadb/packages/pdf/4.4.2-6.pdf)で説明されているよ
うに、ファイルシステムから古いインストールを削除します。

既知の SQLの制限事項
■ テーブルに UNIQUE二次インデックスを作成することはできません。
■ 式 (DISTINCT列)は、これが選択された唯一の式でないかぎり、収集式では許可
されません。

■ すべてのテーブルを、主キーを指定して作成する必要があります。つまり、主
キーのないテーブルはサポートされていません。

■ FULL OUTER JOIN はサポートされていません。
■ テーブルサブクエリーである INサブクエリーはサポートされていません。次に例
を示します。

SELECT SNAME FROM S WHERE (S1#,S2#) IN (SELECT S1#,S2# FROM SP

WHERE P#=’P2’)

■ NOT NULLと PRIMARY KEY以外の制約はサポートされていません。
■ リソースに新しい所有者を割り当てることができます。ただし、これを行う場
合、現在の所有者に付与されている特権は新しい所有者に付与されません。

■ 2つ以上の入れ子の NOT EXISTSサブクエリーで、各サブクエリーがクエリーの外
側のレベルに (直接)関連付けられていないものはサポートされていません。

■ 列の特権はサポートされていません。
■ 行の値コンストラクタは、VALUES句でのみ許可されています。
■ 行の値コンストラクタでは、サブクエリーは値式とは見なされません。
■ 主キーを作成するとき、次のデータ型は使用できません。

■ REAL

■ FLOAT

■ DOUBLE PRECISION

■ DECIMAL

■ NUMERIC
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高可用性ロードバランス
Application Serverには、HTTP、IIOP、および JMSクライアント向けの負荷分散、
HTTPセッションのフェイルオーバーのサポート、EJBクラスタリングおよびフェイ
ルオーバーのサポート、高可用性 EJBタイマー、分散トランザクションリカバリ、
アプリケーションのローリングアップグレードのサポート、および J2EEアプリケー
ションの一時的な状態を保存するための高可用性データベースが組み込まれていま
す。

可用性により、クラスタ内のApplication Serverインスタンスのフェイルオーバー保護
が可能になります。あるApplication Serverインスタンスがダウンすると、そのサー
バーに割り当てられていたセッションを別のApplication Serverインスタンスが引き継
ぎます。セッション情報は、HADBに格納されます。HADBは、HTTPセッションの
持続性、ステートフルセッション Bean、およびシングルサインオン資格をサポート
します。

Application Server製品リリース
Application Server製品は、さまざまな方法で提供されます。次の表に、さまざまな配
布方法で提供される製品を示します。

Application Server製品リリース 配布方法

Sun Java Enterprise System内のApplication Server Enterprise Editionコン
ポーネント

ファイルベースの配布

Sunsolve経由でパッチのインストールが必要

Application Server Standardおよび Enterprise Editionスタンドアロン製
品

ファイルベースおよびパッケージベースの配布

互換性の問題
Sun Java System Application Server Enterprise Editionの次のメジャーリリースでは、次に
示す非互換性が導入されます。

■ HTTPサービスでは、パフォーマンス向上のために引き続きDNSキャッシュが使
用されますが、DNSキャッシュの監視は使用できなくなります。

■ HTTPファイルキャッシュに対するサポートが変更されるため、設定と監視に変
更が発生します。

■ アクセスログローテーションのサフィックスの形式
が、http://java.sun.com/j2se/1.5.0/docs/api/java/text/SimpleDateFormat.html

に指定されている、日付と時刻オブジェクトでサポートされている形式に変更さ
れます。このリリースでのデフォルト値、「%YYYY;%MM;%DD;-%hh;h%mm;m%ss;s 」
は引き続きサポートされますが、その他の種類はサポートされません。
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■ サポートされなくなる domain.xmlの要素、属性、およびプロパティーはすべて、
サーバーログでは警告として、またアップグレードログファイルでは非推奨とし
てフラグが付けられます。

■ server.http-service.dnsノードは、監視ビューでは使用できなくなります。
■ server.http-service.file-cacheノードの属性の一部は、削除される可能性があ
ります。その結果、これらのノードから削除された属性にアクセスしようとする
asadmin監視コマンドはすべて失敗します。

Deploytool
Deploytoolは使用できなくなります。これと等価な機能はNetBeans IDEにあります。
この詳細および移行の計画については、
http://www.netbeans.org/kb/41/j2ee-tut/index.htmlにあるNetBeans 4.1用の『J2EE 1.4
Tutorial』を参照してください。

ベリファイア
■ ベリファイアの GUIモード (verifier -uで起動される)は使用できなくなりま
す。これと等価な機能はNetBeans IDEにあります。

■ ベリファイアツールを使用する場合のアプリケーション確認のデフォルトモード
は、「J2EEルールの確認」から「J2EEルールおよび Sun Application Server設定
ルールの確認」に変更されます。つまり、ベリファイアはデフォルトでは、アプ
リケーションが J2EEルールを満たしているかどうか、および Sun Application
Server上で動作するように設定されているかどうかをテストします。ベリファイ
アコマンドには、J2EEルールのみに関してアプリケーションをテストするための
コマンド行スイッチが用意されます。

クラスローダの変更
現在のリリースでは、domain.xml (アプリケーションサーバーの設定ファイル)の
classpath-prefix、server-classpath、および classpath-suffix属性に追加された
JARおよびディレクトリエントリは、JVMシステムクラスパスでも使用できます。
この動作に依存しているアプリケーションは、クラス java.lang.ClassLoaderの次の
メソッドを使用して、JVMシステムクラスパスのクラスやその他のリソースにアク
セスしている可能性があります。

■ getSystemClassLoader()

■ getSystemResource()

■ getSystemResourceAsStream()

■ getSystemResources
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次のメジャーリリースでは、classpath-prefix、server-classpath、および
classpath-suffixに追加された JARおよびディレクトリエントリは、JVMシステム
クラスパスでは使用できなくなります。アプリケーションが前述のいずれかのメ
ソッドを使用している場合は、システムクラスパスでリソースが使用できることを
前提としていない等価なメソッドを使用することを強くお勧めします。JVMシステ
ムクラスパスに依存しない等価なメソッドは、java.lang.ClassLoaderにあり、可能
な場合は使用するようにしてください。次に例を示します。

例 2–1 古いコード

java.net.URL url = ClassLoader.getSystemResource

("com/acme/tools/tools.properties");

例 2–2 推奨される変更

java.net.URL url = this.getClass().getClassLoader().getResource

("com/acme/tools/tools.properties");

コードを変更できない場合は、次のリリースで追加される、JVMシステムクラスパ
スを設定するための新しい設定オプションの使用を選択することもできます。

Webサービスのセキュリティー設定
Webサービスのセキュリティーは、wss-client-config.xmlおよび
wss-server-config.xmlファイルを使用して設定できます。これらの設定ファイルの
内容や名前は変更される可能性が高いことに注意してください。ただし、等価な機
能は引き続き使用できます。

J2EEのサポート
Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2は、J2EE 1.4プラット
フォームをサポートしています。J2EE 1.4プラットフォームで使用できる拡張API
を、次の表に示します。

表 2–5 J2EE 1.4プラットフォームで使用可能なAPI

API 説明

コンポーネント

ApplicationおよびApplication Client XMLスキーマによる標準配備記述子の実装

J2EEのサポート
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表 2–5 J2EE 1.4プラットフォームで使用可能なAPI (続き)
Enterprise JavaBeans (EJB) 2.1 タイマーサービスと EJB Webサービスエンドポイント

Java Servlet 2.4 Webサービスエンドポイントのフィルタ

JavaServer Pages (JSP) 2.0アーキテク
チャー

式言語とタグライブラリ

J2EE Connector Architecture 1.5 着信リソースアダプタと Java Message Service (JMS)プラグイン可能性

Webサービス

Java Web Services Developer Pack 1.5 XMLアプリケーション、Webサービス、およびWebアプリケーションを構築、
テスト、および配備するための統合ツールキット

Java API for XML-based Remote
Procedure Calls (JAX-RPC) 1.1

WSDLと Javaテクノロジのマッピングと、Webサービスクライアントおよびエン
ドポイントの開発のサポート

WS-I Basic Profile 1.0 WSDLと SOAPによる相互運用の有効化要素

SOAP with attachment API for Java
(SAAJ) 1.2

SOAPベースのメッセージングのためのAPIで、ファイルの添付された SOAP
メッセージの作成を促進します

Java APIs for XML Registries (JAXR)
1.0

Universal Description Discovery and Integration (UDDIおよび ebXML)などのXMLレ
ジストリにアクセスするための統一された標準API

その他

J2EE Deployment 1.1 J2EEのコンポーネントおよびアプリケーションの配備を可能にする標準API

J2EE Management 1.0 J2EEプラットフォームを管理するための情報モデルの定義

Java Management Extensions (JMX) 1.2 標準的な管理API

Java Authorization Contract for
Containers (JACC) 1.0

J2EE Application Serverと認証ポリシープロバイダとの間でのセキュリティー規約
の定義

Java API for XML Processing (JAXP)
1.2

XMLドキュメントを解析および変換するためのAPIであり、XMLスキーマの処
理もサポートします

JMS 1.1 J2EEアプリケーションコンポーネントがメッセージを作成、送信、受信、および
読み取りできるためのメッセージング標準で、キューとトピックのための統一さ
れたAPIもサポートします

JavaMail 1.3 メールシステムをモデル化する抽象クラスの集合であり、APIの小規模なアップ
デートも含まれます

J2EEのサポート
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高パフォーマンス
Application Serverは、高パフォーマンスの EJBコンテナ、Webコンテナ、およびWeb
サービスを組み込んでおり、Sun Java System Message Queueソフトウェアによる並行
メッセージデリバリをサポートします。

スケーラビリティー
Application Serverは、サーバーインスタンスのクラスタ化と要求のロードバランスに
よる水平方向のスケーラビリティーをサポートします。同時に、マルチプロセッサ
の大規模マシンをサポートする最高級の垂直方向スケーラビリティーも実現しま
す。統合メッセージブローカは、より高度なスケーラビリティーと可用性のために
クラスタ化できます。HTTPクライアント、RMI/IIOPベースのリッチクライアント
アプリケーション、Webサービスクライアント、および JRMクライアントからのク
ライアントアクセスは、Application Serverクラスタに負荷分散できます。

JavaServer Faces 1.1のサポート
Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.1は、JavaServer Faces 1.1テクノロ
ジをサポートしています。JavaServer Facesテクノロジは、自身の状態、イベント、ハ
ンドリング、および入力チェックを管理するユーザーインタフェースコンポーネン
トに対応する一連のサーバーサイドAPIから成ります。これらのAPIは、ページナ
ビゲーションを規定し、国際化とアクセシビリティーをサポートします。JSPのカス
タムタグライブラリを使用して、カスタムUIコンポーネントを追加できます。

JavaServer Facesテクノロジで開発している間、開発チームの各メンバーは、処理の一
部分にだけ集中することができます。単純なプログラミングモデルでは、これらの
部分をつなぎ合わせることにより、ずっと効率的でシンプルな開発サイクルが実現
されます。

高パフォーマンス
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既知の問題点と制限事項

この章では、Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2ソフト
ウェアに関する既知の問題とそれに関連する回避策について説明します。問題の説
明にプラットフォームが明記されていない場合、その問題はすべてのプラット
フォームに当てはまります。この内容は次の項目から構成されています。

■ 42ページの「管理」
■ 46ページの「Apacheとロードバランサプラグイン」
■ 47ページの「アプリケーションクライアント」
■ 48ページの「付属の Sun JDBCドライバ」
■ 51ページの「コネクタ」
■ 51ページの「マニュアル」
■ 53ページの「高可用性」
■ 60ページの「インストール」
■ 61ページの「J2EE Tutorial」
■ 61ページの「ライフサイクル管理」
■ 62ページの「ロギング」
■ 63ページの「Message Queue」
■ 64ページの「監視」
■ 66ページの「PointBase」
■ 67ページの「サンプル」
■ 70ページの「セキュリティー」
■ 71ページの「アップグレードユーティリティー」
■ 73ページの「Webコンテナ」
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管理
ここでは、管理上の既知の問題とその解決方法を示します。

バグ ID 概要

6171458 domain1がない場合に package-appclientスクリプトが機能しない。

デフォルトでは、$INSTALL/lib/package-appclient.xmlに、asenv.confに
よってポイントされる domain1の AS_ACC_CONFIG変数用にハードコードされた
値があります。domain1を削除して新たなドメインを作成した場合、
AS_ACC_CONFIG変数は新たなドメイン名で更新されません。その結果、
package-appclientスクリプトの処理が失敗します。

解決法

次のいずれかを行います。
1. domain1はそのままにしておき、その前後に別のドメインを作成します。

2. domain1を削除し、$INSTALL/lib/package-appclient.xmlで domain1用に
ハードコードされた値を、新たなドメイン名で置き換えます。

domain1がない場合、新たなドメインが作成されるたびにこれを行う必要があ
ります。

6196993 バックアップ取得したドメインを別の名前で復元できない。

同一のApplication Server上でのドメインのミラー化は、backup-domainおよび
restore-domainコマンドでは行えません。asadmin restore-domainコマンドに
はドメインをリネームするオプションがありますが、元の名前とは違う名前
でドメインを復元することはできないからです。バックアップ取得したドメ
インのリネームは正常に行われたように見えますが、そのリネームされたド
メインの起動は失敗します。ドメイン設定のエントリは変更されておらず、
startservおよび stopservは元のドメイン名を使用してパスを設定するからで
す。

解決法

restore-domainで使用するドメイン名は、元の backup-domainコマンドで使用
したドメイン名と同じである必要があります。Application Server 8.1での
backup-domainおよび restore-domainコマンドは、同一マシン上の同一ドメイ
ンのバックアップおよび復元についてだけ有効です。

管理
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バグ ID 概要

6200011 JMXエージェントを伴うApplication Serverの起動がサポートされていない。

Application Serverでは、J2SE 1.4.xまたは 5.0以降を設定できます。J2SE 5.0プ
ラットフォームの重要な特徴は、JMXエージェントを起動できることです。
サーバーの起動時にシステムプロパティーを明示的に設定すると、JMXエー
ジェントがアクティブになります。

次に例を示します。

name="com.sun.management.jmxremote" value="true"
name="com.sun.management.jmxremote.port" value="9999"
name="com.sun.management.jmxremote.authenticate" value="false"
name="com.sun.management.jmxremote.ssl" value="false"

JMXプロパティーを設定してからサーバーを起動すると、Application Server
VM内に新たな jmx-connectorサーバーが起動します。この場合は、望ましく
ない副作用の 1つとして、管理機能が悪影響を受け、Application Serverの管理
コンソールやコマンド行インタフェースで予期しない結果が発生することが
あります。問題は、組み込みの jmx-connectorサーバーと新たな
jmx-connectorサーバーとの間で衝突が発生することにあります。

解決法

jconsoleまたは何らかの JMX互換クライアントを使用する場合には、
Application Serverとともに起動する標準の JMXコネクタサーバーを再利用す
ることを検討してください。

サーバーの起動時に、次に示すような行が server.logに作成されます。ここで
指定されている JMXServiceのURLに接続し、資格を正常に指定したあと、同
様の管理および設定操作を実行することができます。次に例を示します。

[#|2004-11-24T17:49:08.203-0800|INFO|sun-appserver-ee8.1| javax.enterpris

e.system.tools.admin|_ThreadID=10;|ADM1501: Here is the JMXServiceURL for

the JMXConnectorServer: [service:jmx:rmi:///jndi/rmi://hostname:8686/man

agement/ rmi-jmx-connector]. This is where the remote administrative clie

nts should connect using the JSR 160 JMX Connectors.|#]

詳細は、『管理ガイド』を参照してください。

管理
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バグ ID 概要

6206176 UNIXで、Application Serverの startおよび stopスクリプトに関する実行権に過
度の制限がかけられている。

ユーザー「A」としてログインして asadmin restore-domainコマンドを実行す
ると、そのスクリプトのアクセス権は 744 (rwxr--r--)になります。そのあと
でユーザー「B」としてドメインを起動または停止しようとすると、たと
え「B」が rootであっても、その試みは失敗します。ユーザー「A」について
だけスクリプトが実行可能だからです。

解決法

スクリプトのアクセス権を次のようにして変更します。

chmod 755 appserv/domains/domain-name/bin/*

6236544、6275436 どのWebサービスのエンドポイントURLを使用しても、ロードバランサの設
定ファイルが作成されない。

WebサービスのURLをエクスポートする EJBモジュールを含むアプリケー
ションを使用してロードバランサを設定しても、作成された
loadbalancer.xmlファイルに、そのWebサービスのコンテキストルートが存
在しません。

解決法
1. loadbalancer.xmlファイルを編集して、作成されなかったWebモジュール
を次のように追加します。

<web-module context-root="context-root-name"
disable-timeout-in-minutes="30" enabled="true"/>

2. context-root-name値を、EJBとして公開されたWebサービスのコンテキス
トルート名に置き換えます。

6288893 sun-appserv-adminを使用してApplication Serverを再起動すると、
LoginExceptionエラーが発生する。

解決法
1. 既存の <as_install>/bin/asantスクリプトの名前を asant.bakに変更しま
す。

2. <as_install>/lib/install/templates/ee (SE/EEバージョンの場合)にある
asant.templateファイルを <as_install>/bin/ディレクトリにコピーし、こ
のファイルの名前を asantに変更します。

3. 新しくコピーされた <as_install>/bin/asantスクリプトを編集して、
%CONFIG_HOME%トークンを <as_install>/configに置き換えます。

4. 元の asant.bakファイルに対して行なった手作業の変更がある場合は、そ
れを新しい asantスクリプトに結合します。

管理
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バグ ID 概要

6315957 Application Serverのマニュアルに .asadmintruststoreファイルが記述されてい
ません。このファイルがサーバー管理者の homeディレクトリに存在しない
と、そのサーバー上にホストされている特定のアプリケーションをアップグ
レードしたときに重大なバグが発生する場合があります。

解決法
■ 可能であれば、そのサーバーをインストールしたユーザーが asadmin

start-domain domain1コマンドを実行してください。

■ そのユーザーがこのコマンドを実行できない場合は、.asadmintruststore

を、インストールしたユーザーの homeディレクトリから実行中のユー
ザーの homeディレクトリに移動またはコピーしてください。

■ このファイルをインストールユーザーの homeディレクトリから実行中の
ユーザーの homeディレクトリに (コピーではなく)移動した場合は、
アップグレードまたはインストールしたユーザーのホームディレクトリ
(Java ESでは、通常 root)に .asadminstruststoreファイルが存在しなくな
るため、バグ 6309079、6310428、および 6312869で説明されているような
アプリケーションのアップグレードに関する問題が発生する可能性がある
ことに注意してください。

6407140 start-node-agentで開始したサーバーインスタンスは同期された最新の内容
が含まれません。

asadmin start-node-agentコマンドを使用すると、DASと同期化せずに、リ
モートサーバーインスタンスが自動的に起動します。

解決法

DASによって管理されている中央リポジトリと同期化しているリモートサー
バーインスタンスを起動する場合は、asadmin start-node-agentコマンドで
--startinstances=false オプションを指定します。次に、asadmin

start-instanceコマンドを使用してリモートサーバーインスタンスを起動し
ます。

6654726 暗号化方式群を選択する管理コンソール機能が正常に機能しません。HTTP
リスナーの「サポートされるすべての暗号化方式群」を選択すると、その他
チェックボックスは無効になるが、ページを更新すると再び有効になります
(「サポートされるすべての暗号化方式群」ボックスが選択されているにもか
かわらず)一見問題に見えるかもしれませんが、証明書のニックネームを入力
し「保存」をクリックした後、変更内容が設定に書き込まれます。

解決方法:

対処の必要はありません。変更内容は保存されています。

管理
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Apacheとロードバランサプラグイン
ここでは、Apache Web Serverおよびロードバランサプラグインに関する既知の問題
と、それに関連する解決法を示します。

バグ ID 概要

6306784 『高可用性 (HA)管理ガイド』に、Apacheで opensslを使用する場合の
誤った手順が記載されている。

解決法

opensslのコンパイルと作成を行う場合は、次のコマンドを実行します。

cd openssl-0.9.7e

config

make

また、Apache 1.3では、mod_sslソースのディレクトリ名も、使用している
Apacheのリリースに応じて変わります。たとえば、Apache 1.3.33の場合、こ
の名前は mod_ssl-2.8.22-1.3.33になります。

6307976 『高可用性 (HA)管理ガイド』に、Apache 2.0で証明書を使用するための手順
が記載されていない。

解決法

Apacheのセキュリティーを実行するには、証明書を使用する必要がありま
す。認証局から証明書を取得するための手順については、modssl FAQ
(http://www.modssl.org/docs/2.8/ssl_faq.html#ToC24)にある証明書に関す
る情報を参照してください。

Apacheとロードバランサプラグイン
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バグ ID 概要

6308021 Apache Web Serverをルートとして起動する必要がある。

解決法

Solarisでは、Application Serverがルートの下にインストールされている場
合、Apache Web Serverをルートとして起動する必要があります。Java
Enterprise Systemは、ルートとしてインストールされます。Apache 2.0の場
合、ルートとして起動されたあと、Apacheはユーザーが指定した別のユー
ザーに切り替えて動作します。そのユーザーは、/conf/httpd.confファイル
で指定します。多くのシステムでは、ルートとして起動するには、
httpd.confファイルを編集して正しいグループを指定する必要があります。
次の行を

Group #-1

次の行に置き換えます。

Group nobody

ユーザーおよびグループの使用に関する詳細情報は、httpd.confファイルに
記載されています。

6308043 SolarisでApache Web Server 2.0とともに opensslを使用するための手順への追
加。

Apache 2.0とロードバランサプラグインをインストールした後、ssl.confと
sll-std.confを次のように編集します。

次の行を

<VirtualHost _default_:9191>

次の行に置き換えます。

<VirtualHost machine_name:9191>

ここでmachine_nameはマシンの名前であり、9191はセキュリティーポート
番号です。

アプリケーションクライアント
ここでは、アプリケーションクライアントに関する既知の問題とその解決方法を示
します。

アプリケーションクライアント
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バグ ID 概要

6193556 アプリケーションクライアントアーカイブのライブラリ JARがMANIFEST
ファイルを上書きする。

クライアント JAR (たとえば reporter.jar)内に最上位レベルの JARファイルが
ある場合、クライアント JARを配備すると、その JARのMANIFESTファイル
がクライアント JARのMANIFESTファイルを上書きします。

解決法

現時点ではありません。

6373043 CGI-binや SHTMLなどの動的コンテンツ技術はサポートされなくなりまし
た。

解決法

JSPおよびWebサービス技術を代わりに使用します。

付属の Sun JDBCドライバ
ここでは、Sunの JDBCドライバに関する既知の問題とその解決方法を示します。

バグ ID 概要

6165970 TRANSACTION_SERIALIZABLE遮断レベルをMicrosoft SQL Server向けの付属の Sun
ドライバとともに使用するアプリケーションは、2つの並行トランザクション
が実行されていて、その 1つがロールバックされた場合、準備されているス
テートメントを使用して更新するときにハングアップすることがある。

希望の遮断レベルを接続に対して設定するには、対応する接続プールをその
遮断レベルで作成する必要があります。接続プールの設定の詳細は、『管理
ガイド』を参照してください。

解決法

現時点ではありません。

付属の Sun JDBCドライバ
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バグ ID 概要

6170432 PreparedStatementエラーが発生する。

説明 #1

1つのトランザクションで 3000を超える PreparedStatementオブジェクトを生
成する場合、DB2では次のエラーが発生する可能性があります。

[sunm][DB2 JDBC Driver] No more available statements. Please recreate your

package with a larger dynamicSections value.

解決法 #1

次のプロパティーを接続プール定義に追加して、ドライバがDB2パッケージ
をより大きな動的セクション値に再バインドするようにします。

createDefaultPackage=true replacePackage=true dynamicSections=1000

接続プールの設定の詳細は、『管理ガイド』を参照してください。

説明 #2

前述の PrepardStatementエラーに関連して、次のエラーメッセージがスロー
されることがあります。

[sunm][DB2 JDBC Driver][DB2]Virtual storage or database resource is not

available.

解決法 #2

DB2サーバー設定パラメータAPPLHEAPSZの値を増やします。適度な値は
4096です。

説明 #3

遮断レベル TRANSACTION_SERIALIZABLE。アプリケーションが遮断レベル
TRANSACTION_SERIALIZABLEを採用し、前述したパラメータの 1つを使用してい
る場合、そのアプリケーションは接続を取得するときにハングアップするこ
とがあります。

解決法 #3

希望の遮断レベルを接続に対して設定するには、対応する接続プールをその
遮断レベルで作成する必要があります。その手順については、『管理ガイ
ド』を参照してください。

付属の Sun JDBCドライバ
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バグ ID 概要

6189199 Sybase Adaptive Server用の付属の Sunドライバでの遮断レベルの設定にかかわ
る問題。
■ TRANSACTION_SERIALIZABLE遮断レベルを Sybase Adaptive Server向けの付属
の Sunドライバとともに使用するアプリケーションは、2つの並行トラン
ザクションが実行されていて、その 1つがロールバックされた場合、準備
されているステートメントを使用して更新するときにハングアップするこ
とがあります。接続ロールバックは次のメッセージとともに失敗し、ロー
ルバックされた接続はそれ以降は使用できません。
java.sql.SQLException:[sunm][Sybase JDBC Driver]Request cannot be

submitted due to wire contention

■ Sybase Adaptive Serverは TRANSACTION_REPEATABLE_READ遮断レベルをサポー
トしません。ただし、DatabaseMetaDataをクエリーすると、付属の Sunド
ライバは、この遮断レベルがこのデータベースによってサポートされてい
ると返答します。この遮断レベルを使用するアプリケーションは処理に失
敗します。

■ 付属の Sunドライバを使用するアプリケーションは、
TRANSACTION_READ_UNCOMMITTED遮断レベルを設定できません。
DataBaseMetaDataに対する最初のアクセスの時点で、アプリケーションは
次の例外をスローします。
java.sql.SQLException:[sunm][Sybase JDBC Driver][Sybase]The optimizer

could not find a unique index which it could use to perform an

isolation level 0 scan on table ’sybsystemprocs.dbo.spt_server_info’.

解決法

現時点ではありません。

6247468 Solaris 10および Enterprise Linux 3.0で、Sunに付属しているOracle JDBCドライ
バでは接続を作成できない。

解決法

Sun JDBC Oracleデータソース (com.sun.sql.jdbcx.oracle.OracleDataSource)
を使用する場合は、JDBC接続プールに次のプロパティーを設定します。

<property name="serverType" value="dedicated"/>

このプロパティーの値は、Oracleサーバーのリスナーの設定方法によって異
なります。「共有」モードで設定した場合は、上の値を「dedicated」に変更
する必要があります。

付属の Sun JDBCドライバ
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バグ ID 概要

6554602 JDBC 10.2ドライバを使用して開始するとき、CLASSPATHに複数の JDBC jar
ファイルが含まれる場合に java.lang.SecurityException: Sealing violation

exceptionが発生する可能性があります。

Oracleが提供している詳細な説明については、次のOracleマニュアル IDを参
照してください。注: 405446
Subject: JDBC Driver 10.2はシールされた JARファイルを使用しており、セキュリティー例外シーリング違反

解決法

(Oracle推奨) CLASSPATHには JDBCドライバ JARファイルが 1つだけ含まれる
ようにしてください。

コネクタ
この節では、J2EEのコネクタアーキテクチャーに関する既知の問題とその解決方法
を示します。

バグ ID 概要

6188343 DASインスタンスを再起動したあと、cascadeが falseに設定されている場合にコネクタモジュー
ルの配備取り消しが失敗する。

このシナリオでは、スタンドアロンまたは埋め込みのコネクタモジュールがDASとコネクタ接
続プールに配備され、その配備済みモジュール用にリソースが作成されます。DASインスタン
スを再起動したあと、cascadeが falseに設定されている場合にコネクタモジュールの配備取り消
しが次の例外で失敗します。

[#|2004-10-31T19:52:23.049-0800|INFO|sun-appserver-ee8.1|javax.enterprise.system

.core|_ThreadID=14;|CORE5023:Error while unloading application [foo]|#]

解決法

DASインスタンスを再起動したあとは、スタンドアロンまたは埋め込みのコネクタの配備を取
り消すために、カスケード式配備取り消しを使用 (cascadeオプションを trueに設定)します。

マニュアル
ここでは、マニュアル上の既知の問題とその解決方法を示します。

マニュアル
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バグ ID 概要

さまざまな ID Javadocに不整合がある。

いくつかのAMXインタフェースおよびメソッドについて、Javadocが欠けてい
るか間違っています。
■ NumConnAcquiredおよび NumConnReleased統計情報の取得メソッドが

ConnectorConnectionPoolStatsおよび AltJDBCConnectionPoolStatsから抜け
ている。これらの取得メソッドは、将来のリリースで getNumConnAcquired()

および getNumConnReleased()として追加される予定。

■ EJBCacheStats内でメソッド getPassivationSuccesses()、
getExpiredSessionsRemoved()、getPassivationErrors()、getPassivations()

を呼び出すと、例外がスローされる。これは将来のリリースで解決される予
定。

■ サーバーを起動したあと、すべてのAMX MBeansが登録されて利用できる
ようになるまでに数秒を要することがある。将来のリリースでは、AMX
MBeansが完全にロードされたことを確認できるようになる予定。

■ 定数 XTypes.CONNNECTOR_CONNECTION_POOL_MONITORのスペルが間違っている
("NNN"の部分)。これは将来のリリースで訂正される予定。

6265624 付属のANTによって java.lang.NoClassDefFoundErrorがスローされる。

スレッド「main」で java.lang.NoClassDefFoundError:

org/apache/tools/ant/launch/Launcherの例外がスローされます。

解決法

付属のANTをApplication Serverの外部で使用することはお勧めできません。

6486123 ラップ接続からの物理接続の取得に関するマニュアルが正しくなくなった。

他のバグ (6295215など)の結果『Sun Java System Application Server Enterprise
Edition 8.1 2005Q2 Developer’s Guide』の第 11章「Using the JDBC API for Database
Access」の『Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2
Developer’s Guide』の「Obtaining a Physical Connection from a Wrapped
Connection」の節で示されているコードは正しくなくなっています。特に次の
行は

Connection drivercon = ds.getConnection(con);

次の行に読み替えてください。

Connection drivercon = ((com.sun.gjc.spi.DataSource)ds).getConnection(con);

マニュアル
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高可用性
ここでは、高可用性データベース (HADB)に関する既知の問題とその解決方法を示し
ます。

バグ ID 概要

IDなし ダブルネットワークでのHADB設定。

2つのサブネット上にダブルネットワークで設定されたHADBは、Solaris
SPARC上では正常に動作します。しかし、一部のハードウェアプラットフォー
ムでのオペレーティングシステムまたはネットワークドライバの問題が原因
で、Solaris x86および Linuxプラットフォームではダブルネットワークを適切に
処理できない場合があります。これにより、HADBについて次の問題が発生し
ます。
■ Linuxでは、メッセージ送信の際にHADBプロセスがブロックされること
がある。これにより、HADBノードが再起動し、ネットワークパー
ティションが発生する。

■ Solaris x86では、ネットワーク障害が発生した場合、もう一方のネットワー
クインタフェースへの切り替えを妨げる問題が発生することがある。この
問題は常に発生するとは限らないため、ネットワークが 1つしかないより
も 2つあった方が安全である。この問題は、Solaris 10で部分的に解決され
ている。

■ トランキングがサポートされない。

■ Windows 2003では、HADBはダブルネットワークをサポートしていない
(ID 5103186)。

IDなし HADBデータベースの作成が失敗する。

新しいデータベースを作成すると、使用可能な共有メモリーセグメントが少な
すぎるという、次のエラーで失敗することがあります。

HADB-E-21054:System resource is unavailable:HADB-S-05512:Attaching shared

memory segment with key "xxxxx" failed, OS status=24 OS error message:Too

many open files.

解決法

共有メモリーが設定されており、その設定が機能していることを確認します。
特に、Solaris 8では、/etc/systemファイルを調べて、変数
shmsys:shminfo_shmsegの値がホストあたりのノード数の 6倍以上になっている
ことを確認します。

高可用性
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バグ ID 概要

5052548 共有メモリーセグメントがロックされ、ページアウトできません。

HADB 4.3-0.16以降は、共有メモリーセグメントを作成してそれに接続すると
きに Intimate Shared Memoryを使用するように設定されています (SHM_SHARE_MMU
フラグを使用)。このフラグを使用すると、必然的に共有メモリーセグメント
が物理メモリーにロックされ、ページアウトできなくなります。このため、
ローエンドマシンへのインストールでは、問題が発生する可能性が高くなって
います。

したがって、Application Server 7.0 EEの使用時に開発者のマシンで 512Mバイト
のメモリーと十分なスワップ空間が利用でき、その後 7.1 EE以降をインストー
ルした場合、デフォルトの clsetupクラスタを設定するときに問題が発生しま
す。このクラスタでは 2つのHADBノードが作成されて、それぞれの
devicesizeは 512になり、両方のノードに必要な共有メモリーをサポートする
のに十分な物理RAMがないことになります。

解決法

Application ServerとHADBを共存させるときは、推奨されている容量のメモ
リーを使用するようにしてください。詳細については、16ページの「HADBの
要件とサポートされているプラットフォーム」を参照してください。

5091280 リソース (ディスクおよびメモリースペース)が利用可能かどうかを hadbm set

がチェックしない。

hadbm setを使用してデバイスまたはバッファーのサイズを増やす場合、管理
システムは、データベースの作成やノードの追加の際にはリソースが利用可能
かどうかをチェックしますが、デバイスまたはメインメモリーのバッファーサ
イズを変更するときには利用可能なリソースが十分にあるかどうかをチェック
しません。

解決法

設定属性 devicesizeまたは buffersizeを増やす前に、すべてのホスト上に
ディスクおよびメモリーの空きスペースが十分にあることを確認してくださ
い。

高可用性
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バグ ID 概要

5091349 packagepathの混在パスがサポートされない。

同一のソフトウェアパッケージを、同じ名前で別のホストの別の位置で登録す
ることはできません。次に例を示します。

hadbm registerpackage test --packagepath=/var/install1 --hosts europa11

Package successfully registered.

hadbm registerpackage test --packagepath=/var/install2 --hosts europa12

hadbm:Error 22171: A software package has already been registered with

the package name test.

解決法

HADBは、データベースクラスタ内のノードをまたがる混在パスをサポートし
ません。HADBサーバーのインストールディレクトリ (---packagepath)は、す
べての参加ホストについて同一にしてください。

6173886、6253132 createdomainが失敗することがある。

複数のネットワークインタフェースを備えたホスト上で管理エージェントを実
行している場合に、すべてのネットワークインタフェースが同じサブネット上
に存在しないと、createdomainコマンドが失敗することがあります。

hadbm:Error 22020: The management agents could not establish a

domain, please check that the hosts can communicate with UDP multicast.

管理エージェントは、特に設定されていないかぎり、UDPマルチキャスト用
の「最初の」インタフェース (この「最初」は、
java.net.NetworkInterface.getNetworkInterfaces()の結果によって定義され
る)を使用します。

解決法

もっとも良い解決法は、使用するサブネットを管理エージェントに通知するこ
とです。たとえば、設定ファイル内の ma.server.mainternal.interfacesを
ma.server.mainternal.interfaces=10.11.100.0に設定します。あるいは、サブ
ネット間のルーターを、マルチキャストパケットをルーティングするように設
定することもできます。このとき、管理エージェントはマルチキャストアドレ
ス 228.8.8.8を使用します。

管理エージェントの新しい設定を再試行する前に、管理エージェントリポジト
リのクリーンアップが必要になる場合があります。ドメイン内のすべてのエー
ジェントを停止し、リポジトリディレクトリ (管理エージェント設定ファイル
内の repository.dr.pathで識別される)内のすべてのファイルとディレクトリ
を削除します。この操作は、新しい設定ファイルを使用してエージェントを再
起動する前に、すべてのホスト上で実行する必要があります。

高可用性
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バグ ID 概要

6190878 HADBインスタンスの削除後にディレクトリをクリーンアップする必要があり
ます。

HADBインスタンスの削除に続いて configure-ha-clusterコマンドで新しいイ
ンスタンスを作成しようとすると、失敗します。問題は、元のHADBインスタ
ンスの古いディレクトリが ha_install_dir/rep/*と
ha_install_dir/config/hadb/instance_name に残ることにあります。

解決法

HADBインスタンスの削除後に、手動でこれらのディレクトリを削除するよう
にしてください。

6230792、6230415 HADBの起動、停止、および再設定が失敗またはハングアップすることがあ
る。

Solaris 10 Opteronでは、hadbmコマンドを使用してHADBを起動、停止、また
は再設定すると、次のいずれかのエラーで失敗またはハングアップする場合が
あります。

hadbm:Error 22009: The command issued had no progress in the last

300 seconds.

HADB-E-21070: The operation did not complete within the time limit,

but has not been cancelled and may complete at a later time.

このエラーは、clu_noman_srvプロセスが使用するファイル (nomandevice)への
読み取り/書き込みに不整合があった場合に発生することがあります。この問
題は、HADB履歴ファイルで次のメッセージを検索することにより検出できま
す。

n:3 NSUP INF 2005-02-11 18:00:33.844 p:731 Child process noman3 733

does not respond.

n:3 NSUP INF 2005-02-11 18:00:33.844 p:731 Have not heard from it in

104.537454 sec.

n:3 NSUP INF 2005-02-11 18:00:33.844 p:731 Child process noman3 733

did not start.

解決法

問題を手動で再現できていないため、次の回避策はまだ検証されていません。
ただし、影響を受けるノードに対してこのコマンドを実行すれば、問題は解決
されます。

hadbm restartnode --level=clear nodeno dbname

ノードのすべてのデバイスが再初期化されるわけではないことに注意してくだ
さい。再初期化する前に、ノードの停止が必要になる場合があります。

高可用性
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バグ ID 概要

6232140 管理エージェントが、例外「IPV6_MULTICAST_IF failed」で終了する。

複数のNICカードが実装された、Solaris 8を実行しているホスト上で起動され
ている場合、IPv6と IPv4が有効になったカードが混在していると、管理エー
ジェントが例外「IPV6_MULTICAST_IF failed」で終了することがあります。

解決法

環境変数 JAVA_OPTIONSを -Djava.net.preferIPv4Stack=trueに設定します。次
に例を示します。

export JAVA_OPTIONS="-Djava.net.preferIPv4Stack=true"

あるいは、この問題が発生しない Solaris 9以降を使用します。

6249685 clu_trans_srvを中断できない。

Red Hat Enterprise Linux 3.0の 64ビットバージョンには、非同期入出力の実行中
に clu_trans_srvプロセスを中断不可能なモードに陥らせるバグが存在しま
す。つまり、kill -9が機能せず、オペレーティングシステムの再起動が必要に
なります。

解決法

Red Hat Enterprise Linux 3.0の 32ビットバージョンを使用します。

6262824 hadbmが大文字を含むパスワードをサポートしていない。

パスワードが hadbに格納されるときに、パスワード内の大文字は小文字に変
換されます。

解決法

大文字を含むパスワードは使用しないでください。

6265419 HADB Version 4.4.2.5からHADB Version 4.4.1.7にダウングレードすると、maが
各種のエラーコードで失敗する。

以前のHADBバージョンにダウングレードすると、管理エージェントが各種の
エラーコードで失敗する場合があります。

解決法

HADBデータベースのダウングレードは可能ですが、リポジトリオブジェクト
が変更されている場合は管理エージェントをダウングレードできません。ダウ
ングレードのあとも、最新のHADBバージョンの管理エージェントを使用し続
ける必要があります。

高可用性
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バグ ID 概要

6271063 インストールまたは削除を行なっても、symlinkが保持される。

HADB cパッケージ (Solaris: SUNWhadbc、Linux: sun-hadb-c)バージョン <m.n.u-p>
のインストールまたは削除に関しては、symlink /opt/SUNWhadb/<m>はいったん
作成されると、その後は何も手を加えられません。そのため、切り離された
symlinkが存在することがあり得ます。

解決法

使用中の場合を除き、インストールの前またはアンインストールのあとに
symlinkを削除します。

6273681 大域ゾーンとローカルゾーンの管理エージェントが干渉することがある。

Solaris 10では、大域ゾーンでma-initdスクリプトを使用して管理エージェント
を停止すると、ローカルゾーンの管理エージェントも停止されます。

解決法

管理エージェントを大域ゾーンとローカルゾーンの両方にインストールしない
でください。

6275103 セッションオブジェクトがタイムアウトし、MAで削除されたとき、hadbm/ma

はより適切なエラーメッセージを出力するべきである。

場合によっては、サーバー上のリソース競合の問題によって管理クライアント
が切断されることがあります。再接続時、「hadbm:Error 22184:A password is

required to connect to the management agent」という紛らわしいエラー
メッセージが返されることがあります。

解決法

サーバー上にリソースに関する問題があるかどうかを確認し、適切な処置 (た
とえば、リソースの追加)を取ってから、操作を再試行します。

6275319 ルート以外のユーザーがHADBを管理できない。

Java Enterprise Systemを使用して (ルートとして)インストールすると、ルート
以外のユーザーはHADBを管理できなくなります。

解決法

HADBを管理するには、常にルートとしてログインします。

高可用性
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バグ ID 概要

6293912 管理エージェントは特殊用途のインタフェースを使用するべきではない。

0.0.0.0のような IPアドレスを含む特殊用途のインタフェースを、管理エー
ジェント内のHADBノードが使用する有効なインタフェースとして登録するべ
きではありません。このようなインタフェースを登録すると、IPアドレスの代
わりにホスト名を使用して hadbm createコマンドを発行するユーザーによって
このインタフェース上にHADBノードが設定された場合に、問題が発生する場
合があります。その場合、これらのノードは通信できなくなり、createコマン
ドはハングアップします。

解決法

複数のインタフェースを備えたホスト上で hadbm createを使用する場合は、
DDN形式を使用して IPアドレスを常に明示的に指定します。

6291562 Windows上で再構築が失敗する。

Windowsプラットフォームでは、特定の設定および負荷の下で、オペレー
ティングシステム内で多数の再構築の失敗が発生する場合があります。この問
題は、20を超えるノードが設定されている状況で、複数のテーブルスキャン
(select *)を並列に実行している場合に発生しています。症状としては、トラ
ンザクションが頻繁に中止され、修復またはリカバリの完了に長い時間がかか
るため、システムのさまざまな部分で頻繁なタイムアウトが発生していること
が考えられます。

解決法

この問題を修正するには、Windowsレジストリ変数
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\Tcpip\Parametersを
デフォルトの 100より大きい値に設定します。この値を 0x1000 (4096)に増やす
ことをお勧めします。詳細は、Microsoftサポートページの記事 811003
(http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;811003)を参照し
てください。

6303581、
6346059、6307497

hadbm start <db_name>を実行すると、入力したパスワードの一部がマスクされ
ずに表示されます。

マシンに負荷がかかっていると、マスキング機構が機能せず、入力したパス
ワードの一部の文字が表示されることがあります。これは軽度のセキュリ
ティー上のリスクの原因となるので、パスワードは常にマスクすべきです。

解決法

パスワードを独自のパスワードファイルに入れて (通常Application Server 8.1以
降推奨されている方法)、--adminpasswordまたは --dbpasswordfileオプション
でこれらのファイルを参照します。

高可用性
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インストール
ここでは、インストール上の既知の問題とその解決方法を示します。

バグ ID 概要

5009728 一部の Linuxシステムで、「完了」ボタンをクリックしたあとにインストール
の終了でハングアップする。

この問題は、いくつかの Linuxシステム上で発生していました。これは Java
Desktop System 2でもっとも一般的に見られますが、Linux Red Hatディストリ
ビューションでも見られます。

インストールプログラムの最後の画面で「完了」ボタンをクリックすると、イ
ンストールプログラムは製品の「バージョン情報」ページまたは製品登録ペー
ジを表示するブラウザウィンドウの起動に失敗し、コマンドプロンプトに戻る
ことなくハングアップします。

解決法

インストールプログラムを起動した端末ウィンドウでCtrl+Cを押すことによ
り、インストールプログラムを終了します。そのあとで、製品の「バージョン
情報」ページまたは登録ページを表示するブラウザウィンドウが起動すること
があります。ブラウザウィンドウが現れない場合には、ブラウザを起動してか
ら次のURLを入力して「バージョン情報」ページを確認してください。

file://install_dir/docs-ee/about.html

製品を登録するインストールオプションを選択した場合には、「バージョン情
報」ページ上の登録ページへのリンクをたどってください。

6199697 Windowsでは、インストール中に imqディレクトリを作成する必要がある。

Windowsでは、Application Server Enterprise Editionをインストールした直後に、
ディレクトリ drive:\as\domains\domain1\imqが存在しない旨のメッセージを出
力してMessage Queueブローカが起動に失敗します。

domain1を起動してからブローカを起動した場合には、Application Serverに
よってディレクトリが作成され、この問題は発生しません。

解決法
1. ブローカを作成する前に var_home_dir_locationを作成します。次のように
します。

$imqbrokerd -varhome var_home_dir_location
例:

$imqbrokerd -varhome D:\as\domains\domain1\imq

インストール
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バグ ID 概要

6297837 Application Serverインストーラが、製品名「Sun Java(TM) System Application
Server Enterprise Edition 8.1 2005Q4」の中に間違った製品リリース日を表示して
いる。

解決法

正しい製品名と日付は、「Sun Java(TM) System Application Server Enterprise
Edition 8.1 2005Q2」となるべきです。

6396045 Application Serverはネットワークファイルシステム (NFS)をサポートしていませ
ん。

解決法

なし。

J2EE Tutorial
Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2で J2EE 1.4 Tutorialを実行
するには、次の作業を実行します。

■ 「About this Tutorial」の章の「About the Examples」で説明されているファイル例
/common/build.propertiesを編集する場合には、ポート 4848を 4849に変更しま
す。

■ deploytoolを使用する場合、例を配備する前にサーバー localhost:4849を追加し
ます。

■ 管理コンソールを使用して何らかのリソースを作成する場合には、「ター
ゲット」タブを使用してサーバーをターゲットとして指定します。コマンド行ま
たは asantターゲットを使用する場合、サーバーがデフォルトのターゲットにな
るため、特別な処置は必要ありません。

ライフサイクル管理
ここでは、ライフサイクル管理に関する既知の問題とその解決方法を示します。

ライフサイクル管理
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バグ ID 概要

6193449 ejb-timer-serviceプロパティーのminimum-delivery-intervalを 9000に設定した
後で ejb-timer-serviceプロパティーの redelivery-interval-in-millsを 7000に
設定しようとすると、次のエラーで setコマンドが失敗する。

[echo] Doing admin task set

[exec] [Attribute(id=redelivery-interval-internal-in-millis) :

Redelivery-Interval (7,000)

should be greater than or equal to Minimum-delivery-interval-

in-millis (9,000)]

[exec] CLI137 Command set failed.

■ minimum-delivery-intervalは、同一の周期タイマーの最小発生間隔。

■ redelivery-interval-in-millsは、失敗した ejbTimeoutのあとに再発生を試
みるまでタイマーサービスが待機する時間。

これは、再発生間隔のプロパティーを最小発生間隔のプロパティーと関連付け
るロジックが間違っていて、GUIまたはCLIを使用して再発生間隔よりも最小
発生間隔が大きくなるような値を設定できないという問題です。

minimum-delivery-interval-in-millisを、ejb-timer-serviceプロパティーの
redelivery-interval-in-millis以上の値に設定する必要があります。
redelivery-interval-in-millisの値が minimum-delivery-interval-in-millisの
値よりも大きいことを確認するApplication Serverでのチェックに問題がありま
す。

解決法

次のように、これらのプロパティーのデフォルト値を使用します。

minimum-delivery-interval(default)=7000

redelivery-interval-in-millis(default)=5000

これらデフォルト以外の値を指定するとエラーが発生します。

ロギング
この節では、ログに関する既知の問題とその解決方法を示します。

ロギング
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バグ ID 概要

6180095 access, failureについてデバッグ文を設定すると、Application Serverの起動で
ハングアップする。

JVMの java.security.debugオプションを設定すると、サーバーインスタンスの
起動がデッドロックで動かなくなります。たとえば、domain.xmlで次の設定を
行うと、この問題が発生します。

<jvm-options>-Djava.security.debug=access,failure</jvm-options>

現時点ではありません。このフラグは設定しないでください。

Message Queue
ここでは、Javaメッセージキューに関する既知の問題とその解決方法を示します。

バグ ID 概要

6173308、
6189645、
6198481、
6199510、
6208728

タイミングに依存する特定の場合に、JMS再接続が正常に完了しない。

タイミングに依存する場面での再接続の失敗は、さまざまな問題によって引き
起こされます。

解決法

これらの問題は、次の方法で回避できます。
■ 関連するブローカを再起動する
■ 関連するApplication Serverインスタンスを再起動する

6198465 非同期メッセージリスナーの動作が、appclientで 8.0から 8.1 Update 2に変更さ
れた。

最新の変更により、非同期メッセージリスナーが app-clientコンテナの唯一の
稼働しているスレッドである場合、残っている appclient仮想マシンはデーモ
ンとして存在します。この動作は、ACCで非同期受信を実行する過去のアプリ
ケーションの影響です。この問題は、JMSメッセージリスナーを設定してメイ
ンスレッドを終了するアプリケーションクライアントに影響します。

解決法

メインスレッドを終了しないでください。メッセージリスナーがメインス
レッドに通知するのを待ってから、メインスレッドを終了します。

Message Queue

第 3章 • 既知の問題点と制限事項 63



監視
ここでは、監視上の既知の問題とその解決方法を示します。

バグ ID 概要

6174518 HTTPサービスの監視統計には有益な情報を提示しないため、無視する必要が
あるものがある。

HTTPサービスの一部の要素の監視統計を参照した場合、示される値のいくつ
かは現在の値に対応していないか、または常に 0になっています。特に、次の
HTTPサービス統計はApplication Serverに適用できる情報を表していないため、
無視すべきです。
■ http-service

load1MinuteAverage

load5MinuteAverage

load15MinuteAverage

rateBytesTransmitted

rateBytesReceived

■ pwc-thread-pool (要素)

解決法

これらの監視情報は将来のリリースで削除され、より適切な情報で置き換えら
れる予定です。

監視
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バグ ID 概要

6191092 該当する監視名を持つ統計をすべて削除した場合でも、配備を取り消された EJB
モジュールに対する監視MBeanが削除されない。

例:

EJBModuleMonitorMap().size() = 1 eventhough ejb module is

undeployed EJBModuleMonitor().getName() = sqe_ejb_s1_01

これは、EJBモジュールとアプリケーションの両方に当てはまります。MBean
API経由のプログラムを使用しても、asadmin list/getを使用しても、空の監視
MBeanが残っています。

診断

asadmin list -m "server.applications" shows the following output:

server.applications.MEjbApp

server.applications.__ejb_container_timer_app

server.applications.adminapp

server.applications.admingui

server.applications.com_sun_web_ui

server.applications._export_install_nov-11_domains_domain1_applications

_j2ee-modules_sqe_ejb_s1_01

次のようにして統計を調べることができます。

bin/asadmin list -m "server.applications._export_install_nov-11_domains
_domain1_applications_j2ee-modules_sqe_ejb_s1_01"
server.applications._export_install_nov-11_domains_domain1_applications_

j2ee-modules_sqe_ejb_s1_01.SQEMessage

server.applications._export_install_nov-11_domains_domain1_applications_

j2ee-modules_sqe_ejb_s1_01.TheGreeter

いったん配備を取り消します。

_export_install_nov-11_domains_domain1_applications_j2ee-modules_sqe_

ejb_s1_01

ここで listコマンドを実行すると、まだアプリケーションが残っています。

asadmin list -m "server.applications"
server.applications.MEjbApp

server.applications.__ejb_container_timer_app

server.applications._export_install_nov-11_domains_domain1_applications_

j2ee-modules_sqe_ejb_s1_01

server.applications.adminapp

server.applications.admingui

server.applications.com_sun_web_ui

しかし、何の監視統計も含まれていません。

asadmin list -m "server.applications._export_install_nov-11_domains_
domain1_applications_j2ee-modules_sqe_ejb_s1_01"
Nothing to list at server.applications.-export-install-nov-11-domains-

domain1-applications-j2ee-modules-sqe-ejb-s1-01.

監視
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バグ ID 概要

ある文字列で始まる有効な名前を取得するには、ワイルドカード文字 (「*」)を
使用します。たとえば、serverで始まるすべての監視可能エンティティーの名前
を一覧表示するには、list "server.*"を使用します。

解決法

これは無害です。何の問題もなくモジュールを再配備できます。ルート監視
MBeanは削除されませんが、その内容は空です。

PointBase
ここでは、PointBaseに関する既知の問題とその解決方法を示します。

バグ ID 概要

6184797 アプリケーションの接続プールに対して遮断レベルを設定すると、PointBaseで
例外が発生する。

PointBaseデータベースインストールを指している JDBC接続プールについて、
transaction-isolation-levelプール属性をデフォルト
(Connection.TRANSACTION_READ_COMMITTED)以外の任意の値に設定すると、例外
が発生します。ただし、その他のデータベースを指すプールについてデフォル
ト以外の値にこのパラメータを設定しても、例外はスローされません。

解決法

PointBaseデータベースを指す JDBC接続プールについては、
transaction-isolation-levelを設定しないでください。

6204925 ネットワークサーバードライバと組み込みドライバを一緒に使用すると、
PointBaseが例外をスローする。

ネットワークサーバードライバと組み込みドライバを同時に使用すると、
PointBaseが例外をスローすることがあります。

解決法

組み込みドライバとネットワークサーバードライバの両方ではなく、どちらか
一方だけを使用してください。

PointBase
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バグ ID 概要

6264969、
6275448

デフォルトの PointBaseデータベースが上書きされるというアップグレードの問
題がある。

Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2 Update 2にアップグレードすると、
アップデートリリースパッチによって Pointbaseデフォルトデータベースが上書
きされます。

解決法

アップグレードの前に存在していたスキーマまたはデータを、すべて再作成ま
たは再入力します。テーブル生成オプションを使用してCMP Beansを含むアプ
リケーションを配備した場合は、テーブルを再作成するために、アプリケー
ションの配備の取消しまたは再配備を行う必要があります。

サンプル
ここでは、Application Server 8.1製品に付属するサンプルコードに関する既知の問題
とその解決方法を示します。

サンプル
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バグ ID 概要

6195092 setup-one-machine-clusterが、Windowsではハングアップするが、Solarisでは動
作する。mqfailoverを Ctrl+Cでキャンセルし、再実行する必要がある。

install_dir\samples\ee-samples\failover\apps\mqfailover\docs\index.htmlを参
照してから、次のコマンドを実行します。
■ コンソール 1

cd install_dir\samples\ee-samples asant start-mq-master-broker1

■ コンソール 2

cd install_dir\samples\ee-samples asant start-mq-cluster-broker1

■ コンソール 3

cd install_dir\samples\ee-samples asant start-mq-cluster-broker2

■ コンソール 4

cd install_dir\samples\ee-samples asadmin start-domain domain1

別の Enterprise Editionサンプル用に asant

setup-one-machine-cluster-without-haまたは asant

setup-one-machine-cluster-with-haを実行済みであれば asant configure-mq

を、それ以外の場合には asant setup-one-machine-cluster-and-configure-mqを
実行します。この場合、次に示すように、コマンドが正常に実行されたように
見えます。

start_nodeagent: [echo] Start the node agent cluster1-nodeagent

[exec] Command start-node-agent executed successfully.

しかし、このあとシステムはハングアップします。

解決法

現時点ではありません。この問題は、Windowsでこの antターゲットを使用す
るすべての Enterprise Editionサンプルに同様に影響します。回避策は、ハング
アップしたプロセスを Ctrl+Cでキャンセルしてから再実行することです。

サンプル
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バグ ID 概要

6198003 MQフェイルオーバーのサンプルアプリケーションを実行する前に、asadmin

deploy命令の後で JMSリソースを作成する必要があることが、マニュアルに明
記されていない。

次のエラーがスローされます。

/opt/SUNWappserver/domains/domain1/config/sun-acc.xml -name

MQFailoverTestClient -textauth -user j2ee -password j2ee

Nov 18, 2004 10:50:17 PM com.sun.enterprise.naming.NamingManagerImpl

bindObjects

SEVERE: NAM0006: JMS Destination object not found: jms/durable/TopicA

Nov 18, 2004 10:50:18 PM com.sun.enterprise.naming.NamingManagerImpl

bindObjects

SEVERE: javax.naming.NameNotFoundException

javax.naming.NameNotFoundException

asadmin deployコマンドを使用して手動配備を行う場合に JMSリソースを手動
で作成する必要があること、そして、サンプルアプリケーションを配備するた
めに用意されている antターゲットを使用する必要があることが、マニュアルに
明記されていません。

解決法

build.xmlスクリプト用に asant deployターゲットを使用します。これにより、
アプリケーションを実行するために必要とされる JMSリソースが作成されま
す。

サンプル
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バグ ID 概要

6198239 Linuxで、webservices/securityサンプルでの証明書の作成中に実行時エラーが表
示される。

Linuxで install_dir/samples/webservices/securityのサンプル (basicSSl)を配備
するときに、証明書が作成されず、次のようなエラーがスローされます。

generate_certs: [echo] ***Exporting certificate from NSS database

[exec] Result: 1 [echo] ***Generating Java Keystore from generated

certificate [exec] keytool error: java.lang.Exception: Input not an

X.509 certificate [exec] Result: 1 [echo] ***Generating Java trust

store from generated certificate [exec] keytool error: java.lang.

Exception: Input not an X.509 certificate [exec] Result: 1

.

.

.

generate_certs: [echo] ***Exporting server certificate from NSS database to

a PKCS12 certificate file [exec] /opt/sun/appserver/lib/pk12util: /usr/lib/

libnss3.so: version ‘NSS_3.9’ not found (required by /opt/sun/appserver/lib/

pk12util) [exec] /opt/sun/appserver/lib/pk12util: /usr/lib/libnss3.so:

version ‘NSS_3.6’ not found (required by /opt/sun/appserver/lib/pk12util)

[exec] /opt/sun/appserver/lib/pk12util: /usr/lib/libnss3.so: version

‘NSS_3.7’ not found (required by /opt/sun/appserver/lib/pk12util) [exec]

Result: 1

問題は、LinuxでのNSSライブラリの場所が Solarisでの場所と異なることにあり
ます。Linux上に配備する場合、LD_LIBRARY_PATHが適切なNSSライブラリを指
していることを確認する必要があります。LD_LIBRARY_PATHを環境に設定する
か、install_dir/bin/asantシェルラッパースクリプトに設定します。

解決法

次のいずれかを行います。
■ LD_LIBRARY_PATH=/opt/sun/private/libを設定します。

■ 次の行を install_dir/bin/asantスクリプトに追加します。

LD_LIBRARY_PATH=$AS_NSS:$LD_LIBRARY_PATH;export LD_LIBRARY_PATH

セキュリティー
ここでは、Application ServerとWebアプリケーションのセキュリティーおよび証明
書に関する既知の問題とその解決方法を示します。

セキュリティー
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バグ ID 概要

6183318 Enterprise Edition上で J2SE 5.0を使用して WebServiceSecurityアプリケーション
を実行できない。

WebServiceSecurityアプリケーションは、次の理由から、J2SE 5.0では実行で
きません。
■ J2SE 5.0の PKCS11は、UNWRAPモードをサポートしない

■ J2SE 5.0の PKCS11は、PKCS11による RSA/ECB/OAEPWithSHA1AndMGF1Padding

をサポートしない

J2SEチームは、このバグのために「CR 6190389: Add support for RSA-PKCS1 and
RSA-OAEP wrap/unwrap mechanisms」をファイルしています。

解決法

J2SE 1.4.2で別の JCEプロバイダ (デフォルトで含まれているもの以外)を使用し
ます。この構成では、ハードウェアアクセラレータはサポートされません。

6269102 SSL終了が機能しません。ロードバランサ (ハードウェア)を SSL終了用に設定
すると、リダイレクト中にApplication Serverがプロトコルを httpsから httpに
変更します。

解決法

ハードウェアロードバランサとApplication Serverの間にソフトウェアロードバ
ランサを追加します。

アップグレードユーティリティー
この節では、アップグレードユーティリティーに関する既知の問題とその解決方法
を示します。

バグ ID 概要

6165528 Enterprise Edition 8からApplication Server Enterprise Edition 8.1にアップグレード
するときに、install_dir/domainsディレクトリ以外のカスタムパスに作成された
ドメインが直接アップグレードされない。

アップグレードユーティリティーを実行しているときに、install_dirをソースイ
ンストールディレクトリとして指定すると、そのアップグレードプロセスは、
install_dir/domainsディレクトリの下に作成されたドメインだけをアップグレー
ドします。その他の場所に作成されたドメインはアップグレードされません。

解決法

アップグレードプロセスを起動する前に、すべてのドメインディレクトリを、
それぞれの場所から install_dir/domainsディレクトリに移動します。

アップグレードユーティリティー
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バグ ID 概要

6207337 一部の Linuxシステムで、「代替アップグレード」を実行しているインストー
ラが、「アップグレードウィザードの起動」ボタンのクリック後にアップグ
レードツールの起動に失敗する。

この問題はさまざまな Linuxシステムで発生しています。Java Desktop System 2
でもっとも一般的ですが、Red Hatディストリビューションでも発生していま
す。

インストールプログラムの最後の画面で「アップグレードツールの起動」ボタ
ンをクリックすると、そのインストールプログラムはアップグレード処理を完
了するためのアップグレードツールの起動に失敗し、コマンドプロンプトに戻
ることなくハングアップします。

解決法

この問題は、コマンド行インストールモードを使用して代替アップグレードを
実行している場合には発生しません。
1. GUIモードで代替アップグレードを実行してこの問題が発生した場合には、
インストールプログラムを起動した端末ウィンドウでCtrl+Cを押すことに
より、そのインストールプログラムを終了します。

2. その端末ウィンドウから次のコマンドを使用してアップグレードツールを起
動します。

install_dir/bin/asupgrade --source install_dir/domains --target

install_dir --adminuser adminuser --adminpassword adminpassword

--masterpassword changeit

adminuser および adminpassword は、アップグレード中のインストールで使
用されている値に一致する必要があります。

3. アップグレードツールがアップグレードプロセスを完了したあとは、ブラウ
ザを起動して次のURLを入力することにより、「バージョン情報」ページ
を参照できます。

file://install_dir/docs-ee/about.html

製品を登録するインストールオプションを選択した場合には、「バージョン情
報」ページ上の登録ページへのリンクをたどってください。

6296105 8.0 Platform Edition (PE)から 8.1 Enterprise Edition (EE) UR2へのアップグレード中
およびその後、自己署名付き証明書が信頼されない。

解決法

アップグレード後、ターゲットの domain.xmlから次のエントリを削除し、サー
バーを再起動します。

<jvm-options>-Djavax.net.ssl.keyStore=${com.sun.aas.instanceRoot}

/config/keystore.jks</jvm-options>-

<jvm-options>Djavax.net.ssl.trustStore=${com.sun.aas.instanceRoot}

/config/cacerts.jks</jvm-options>

アップグレードユーティリティー
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ここでは、Webコンテナに関する既知の問題とその解決方法を示します。
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バグ ID 概要

5004315 Windowsで、--precompilejsp=trueを使用してアプリケーションを配備する
と、そのアプリケーションの JARファイルがロックされ、その後の配備取り消
しや再配備が失敗することがある。

Windowsにアプリケーションを配備するときに JSPのプリコンパイルを要求す
ると、それ以降、そのアプリケーションの配備取り消しや、そのアプリケー
ション (または同一モジュール IDを持つ任意のアプリケーション)の再配備を試
みても、予期したとおりに動作しません。この問題は、JSPのプリコンパイル処
理でアプリケーションの JARファイルが開かれたまま閉じられないため、
Windowsがこれらのファイルを配備取り消しで削除することや、これらの
ファイルを再配備で上書きすることを許可しないことにあります。

配備取り消しは、Application Serverからアプリケーションが論理的に削除される
という点では成功します。また、asadminユーティリティーからエラーメッセー
ジは返されませんが、そのアプリケーションのディレクトリとロックされた jar
ファイルはサーバー上に残っています。サーバーのログファイルには、ファイ
ルとアプリケーションディレクトリの削除に失敗した旨のメッセージが出力さ
れます。

配備取り消し後のアプリケーションの再配備が失敗するのは、既存のファイル
とディレクトリをサーバーが削除しようとして失敗するからです。これは、最
初に配備されたアプリケーションと同じモジュール IDを持つアプリケーション
を配備しようとしたときにも発生します。アプリケーションのファイルを保持
するディレクトリの名前を、サーバーはモジュール IDから決定するからです。

同様の理由から、配備取り消しをせずにアプリケーションを再配備しようとす
ると失敗します。

診断

アプリケーションを再配備しようとすると、または、配備取り消しを行なって
から配備しようとすると、asadminユーティリティーは次のようなエラーを返し
ます。

An exception occurred while running the command. The exception

message is: CLI171 Command deploy failed : Deploying application in

domain failed; Cannot deploy. Module directory is locked and can’t

be deleted.

解決法

アプリケーションを配備するときに --precompilejsps=false (デフォルトの設定)
を指定すると、この問題は発生しません。そのアプリケーションを最初に使用
するときに JSPコンパイルが起動されるため、最初の要求に対する応答時間
は、そのあとの要求に比べて長くなります。

また、プリコンパイルを行う場合には、そのアプリケーションを配備取り消し
または再配備する前に、サーバーを終了して再起動する必要があります。
シャットダウンすると、ロックされている JARファイルが解放されるため、再
起動後の配備取り消しや再配備が成功します。
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バグ ID 概要

6172006 空の <load-on-startup>要素を持つ Servlet 2.4ベースの web.xmlを含んだWAR
ファイルを配備できない。

web.xmlのオプションの load-on-startup要素は、サーブレットを宣言するWebア
プリケーションの起動の一環として、そのサーブレットをロードおよび初期化
すべきことを示します。

この要素のオプションの内容は、Webアプリケーションのその他のサーブ
レットとの関係で、そのサーブレットをロードおよび初期化する順序を示す整
数です。空の <load-on-startup>は、そのサーブレットを含むWebアプリケー
ションの起動時にそのサーブレットがロードおよび初期化される場合、その順
序は意味を持たないことを表します。

web.xmlの Servlet 2.4スキーマでは、空の <load-on-startup>はサポートされなく
なりました。つまり、Servlet 2.4ベースの web.xmlを使用する場合は整数値を指
定する必要があります。<load-on-startup/>の場合と同様に、空の
<load-on-startup>を指定すると、web.xmlが web.xmlの Servlet 2.4スキーマに対
する妥当性検証に失敗するため、Webアプリケーションの配備も失敗します。

下位互換性の問題もあります。空の <load-on-startup>は、Servlet 2.3ベースの
web.xmlでは有効です。

解決法

Servlet 2.4ベースの web.xmlを使用する場合は、
<load-on-startup>0</load-on-startup>を指定して、サーブレットの読み込み順
序が問題にならないことを示します。
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バグ ID 概要

6184122 リソースに制約のあるサーバー上で JSPページをコンパイルできない。

JSPページにアクセスしてもコンパイルに失敗し、サーバーログには「Unable to
execute command」というエラーメッセージと次のスタックトレースが記録され
ます。

at org.apache.tools.ant.taskdefs.Execute$Java13CommandLauncher. exec(Execut

e.java:655) at org.apache.tools.ant.taskdefs.Execute. launch(Execute.java:

416) at org.apache.tools.ant.taskdefs.Execute.execute(Execute.java:427) at

org.apache.tools.ant.taskdefs.compilers.DefaultCompilerAdapter. executeEx

ternalCompile(DefaultCompilerAdapter.java:448) at org.apache.tools.ant.tas

kdefs.compilers.JavacExternal.execute (JavacExternal.java:81) at org.apach

e.tools.ant.taskdefs.Javac.compile(Javac.java:842) at org.apache.tools.ant

.taskdefs.Javac.execute(Javac.java:682) at org.apache.jasper.compiler.Comp

iler.generateClass(Compiler.java:396)

解決法

JSPのコンパイルスイッチを「fork」から「false」に設定します。

これは、次のいずれかの方法で行えます。
■ グローバルに行うには、次のように、

${S1AS_HOME}/domains/domain1/config/default-web.xml内の JspServletの fork
initパラメータを falseに設定します。

<servlet> <servlet-name>jsp</servlet-name> <servlet-class>org.apache.jas

per.servlet.JspServlet</servlet-class> .... <init-param> <param-name>fo

rk</param-name> <param-value>false</param-value> </init-param> .... </se

rvlet>

■ Webアプリケーションごとに、sun-web.xmlの JSP設定プロパティー forkを
falseに設定します。次のようにします。

<sun-web-app> <jsp-config> <property name="fork" value="false" /> </jsp-

config> </sun-web-app>

これらのいずれかを設定することにより、antが javacコンパイルのための新規
プロセスを生成することが防止されます。
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バグ ID 概要

6188932 Application Serverで、auth-passthrough Web Server 6.1アドオンがサポートされな
い。

Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2 Update 2では、Sun
Java System Application Server Enterprise Edition 7.1で使用できる auth-passthrough

プラグイン関数が提供する機能に対するサポートが追加されています。ただ
し、Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2 Update 2での auth-passthrough

プラグイン機能の設定方法は異なります。

Application Server Enterprise Edition 7.1での auth-passthroughプラグイン関数は、
次に示す 2層配備のシナリオで有効でした。
■ Application Serverインスタンスは、企業ファイアウォールの内側にある 2番
目のファイアウォールによって保護される。

■ Application Serverインスタンスへの直接のクライアント接続は許可されな
い。

このようなネットワークアーキテクチャーの場合、クライアントは、
service-passthroughプラグイン関数で設定されたフロントエンドWebサーバー
に接続し、HTTP要求を、プロキシされたApplication Serverインスタンスに転送
して処理します。Application Serverインスタンスは、要求をクライアントホスト
から直接にではなく、Webサーバープロキシからしか受信できません。その結
果、プロキシされたApplication Serverインスタンス上に配備され、クライアン
トの IPアドレスなどのクライアント情報を照会する任意のアプリケーション
は、中継された要求の実際の発信元ホストであるプロキシホストの IPを受信し
ます。

Application Server Enterprise Edition 7.1では、プロキシされたApplication Serverイ
ンスタンス上で、そのインスタンス上に配備された任意のアプリケーションが
リモートクライアントの情報を直接使用するように auth-passthroughプラグイ
ン関数を設定できました。その場合は、プロキシされたApplication Serverイン
スタンスが、service-passthroughプラグインを実行している中間のWebサー
バー経由ではなく、要求を直接受信したかのように見えます。

Application Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2 Update 2では、domain.xml内の
<http-service>要素の authPassthroughEnabledプロパティーをTRUEに設定す
ることにより、auth-passthrough機能を有効にすることができます。次に例を
示します。

<property name="authPassthroughEnabled" value="true"/>
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バグ ID 概要

Application Server Enterprise Edition 7.1にある auth-passthroughプラグイン関数の
セキュリティーに関する同じ注意点が、Application Server Enterprise Edition 8.1
2005Q2 Update 2にある authPassthroughEnabledプロパティーにも適用されま
す。authPassthroughEnabledによって、認証目的に使用される可能性のある情
報 (要求発信元の IPアドレスや SSLクライアント証明書など)を上書きすること
が可能になるため、authPassthroughEnabledをTRUEに設定してApplication
Server Enterprise Edition 8.1 2005Q2 Update 2インスタンスへの接続を許可する場
合は、その対象を信頼できるクライアントまたはサーバーだけに限定すること
がきわめて重要です。予防措置として、authPassthroughEnabledをTRUEに設
定するのは、企業ファイアウォールの内側にあるサーバーだけにすることをお
勧めします。インターネット経由でアクセス可能なサーバーでは、決して
authPassthroughEnabledをTRUEに設定しないでください。

プロキシWebサーバーが service-passthroughプラグインを使用して設定され
ており、要求を authPassthroughEnabledが TRUEに設定された Application Server
8.1 Update 2インスタンスに転送するシナリオでは、SSLクライアント認証は
Webサーバープロキシ上で有効になり、プロキシされたApplication Server 8.1
Update 2インスタンス上で無効になる可能性があることに注意してください。
この場合、プロキシされたApplication Server 8.1 Update 2インスタンスは、SSL経
由で認証されたかのように引き続き要求を処理し、クライアントの SSL証明書
を、それを要求している任意の配備されたアプリケーションに提供します。
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